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　８月４日（土）にあった「菊
池夏まつり」で、巨大白龍を操
る有志たちです。
　迫力のある演出で、観客を
魅了しました。
（２ページに関連記事）
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菊池夏まつり8/4（土）

　菊池夏まつりが市民広場特設ステージをメイ
ン会場として行われ、たくさんの家族連れなど
で賑わいました。白龍・子白龍みこしの商店街
練り歩きや、よさこい演舞・県警音楽隊などの
舞台イベント、花火大会がありました。
　約 150人の有志が担ぐ巨大白龍２頭と、30
人以上の小学生たちが担ぐ子白龍１頭とが一緒
に商店街を練り歩いた後、市民広場の特設ス
テージ前で、迫力ある演出が披露されると会場
からは大きな歓声が上がりました。
　また、フィナーレを飾った花火大会では、仕
掛け花火と約 3,000 発の打ち上げ花火が、菊
池の夜空を鮮やかに彩り、観客を魅了しました。
　花火のスポンサーとして寄付や協力をいただ
いた企業や市民のみなさん、支援いただきあり
がとうございました。

地域ボランティによる紙芝居を、真剣に聞く児童たち

　菊池市下河原にある農業生産法人（有）コッコファーム
（松岡義博社長）が、第 56回全国農業コンクール全国大
会で、グランプリの毎日農業大賞を受賞しました。愛知県
豊橋市で開かれた大会には、全国から 20の代表が集まり、
それぞれの活動実績を発表しました。その後の審査で、妻
の清子さんと二人三脚で始めた養鶏を、鶏卵・鶏肉の生産、
加工、直販の３部門で発展させ、地域交流にも努めている
ことなどが高く評価され、グランプリに選ばれたものです。
　喜びの報告に福村市長を訪れた松岡社長は「あの舞台で
発表できたことをうれしく思います。この喜びを 118 人
の従業員に伝え、感謝しています。今後は人と自然を結ぶ
循環型テーマパーク『コッコパーク（仮称）構想』を３年
後には実現できるよう頑張っていきます」と受賞の喜びと
抱負を話されました。同法人の今後益々の活躍が期待され
ます。 ８月１日（水）、グランプリ受賞の報告に福村市長を訪れた松岡社長（左）

（有）コッコファームが全国農業コンクールでグランプリを受賞7/19（木）

　放課後子ども教室の開級式が花房小学校（福田徹郎校長）であり、１・２年生の児童と教師など約 30人が参加しました。
今年度は試験的に同校の１～３年生 26人を対象に行われます。
　式では福田校長が「皆さんの豊かな心を育てようと行われます。来年の３月まで楽しく頑張ってください」とあいさつ。
子どもたちは早速、地域ボランティアによる紙芝居に聞き入っていました。

■放課後子ども教室
　家庭や地域の教育力の低下が指摘されるようになって
きた今日、子どもたちを狙った凶悪事件も増加し、大き
な社会問題となってきています。
　そこで、平成 19年度より厚生労働省と文部科学省の連
携による「放課後子どもプラン」が創設され、放課後児
童の安全で健やかな活動場所の確保を図るなど総合的な
放課後対策としてスタートしました。
　地域住民の参加・協力により、地域の伝承遊びや文化・
スポーツ活動、地域住民との交流活動などの取り組みを
実施することにより、子どもたちが地域社会の中で、心
豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進するものです。

花房小で放課後子ども教室開級式7/17（火）

観客の目の前で広がる迫力満点の
花火大会（上）
子白龍を担ぎ、商店街を練り歩く
小学生たち（左）

　旭志小学校の児童たちが、地元の 70歳以上の一人
暮らしのお年寄り 95人に、プランター植えの「サル
ビア」を届けました。毎年行われているもので、花は
同校の５・６年生が５月から育てました。
　終了式を終えた児童たちは、自治公民館長さんの指
導のもと、「いつまでもお元気で」とのメッセージを
携えた花を届け、お年寄りたちは暖かいプレゼントを
手に「ありがとうございます」ととても喜んでおられ
ました。

　恒例の泗水町ナイターソフトボール大会が、菊池市体育協会
泗水支部、菊池市ソフトボール協会泗水支部の主催で行われ、
北住吉区チームが優勝しました。
　泗水町内の各行政区から 30チームの参加があり、７日間に
わたり熱い戦いが繰り広げられました。蒸し暑い会場では、日
頃持ちなれないバットで空振りする人や特大のホームランを打
ち「ナイスバッティング」の声のなかを、ホームインする人な
どもいました。上位の結果は次のとおりです。

猛暑の中、ボランティアで壊れた床部分の修繕をする組合員
旭志小の児童たちから花のプレゼントを受け取るお年寄り

優勝した北住吉区チーム

旭志小児童が一人暮らし
のお年寄りに花配付

7/20（金）

真夏の球宴北住吉区制覇7/23（月）～7/30（月）

　下河原松島地区で古代米の体験田植えがあり、地元の小学生など
が参加しました。
　米どころ菊池、歴史ある菊池の新たな特産品として、「古代米」
の産地が中山間地域を中心に急速に広がっています。古代米は、玄
米の色が赤や黒や緑など「有色米」が多く、稲の原種である野生稲
の特徴を受け継いでいる米のことです。ビタミンE、ミネラル、繊
維質を多く含むなど、お米本来の良さを持っていることから、近年、
健康や美容ブーム、自然食ブームに後押しされ需要も大きく伸びて
います。また、栽培方法も通常のうるち米とほとんど変わりなく、
やせ地でもよく育ち、病害虫にも強い特長をもつ作物でもあります。
　現在、菊池市古代米部会（約 30人）を中心に、約 15haの古代
米が栽培され、古代米の規模としては西日本最大級と言われていま
す。生産された古代米は雑穀とブレンドされ、特産品として市内の
物産館などを中心に広く販売されています。古代米の食べ方は、白
米１合に古代米大さじ１杯を入れて普通に炊くだけと簡単で彩りも
鮮やかです。
　９月上旬からは、下河原松島地区や原伊野地区、鞠智城周辺など
で、赤や黒の美しい稲穂の波が山あいの棚田を彩ります。

下河原松島地区で古代米の体験田植え6/23（土）

古代米の田植えを
体験する参加者
（上）
昨年、赤い稲穂を
実らせた下河原松
島地区（左）

　菊池市建築組合（山本勝義組合長）の組合員約 40人が、
旧菊池市内の小・中学校と保育園に分かれ、ボランティアで
修繕作業を行いました。
　そのひとつ、菊池北小学校では猛暑の中で 10人が作業に
あたり、日ごろ使っている道具を持ち、校内の床や天井の補
修などを慣れた手つきで次々と行いました。学校や保育園の
職員からは、たいへん喜ばれ、夏休みを終えた子どもたちに
も「奉仕の気持ち」が伝えられました。
　山本組合長は「地域への恩返しにと毎年行っています。組
合のことをもっと知ってもらい、活性化になればと思います」
と話されました。この活動は、毎年この時期に同組合が行っ
ています。

一日建築組合奉仕作業7/22（日）

優勝　北住吉区、 ２位　永区、
３位　高江出分区、 ３位　富の原一区

よさこいソーランを披露する河原小の
子どもたち
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　旭志中学校の野球部と陸上部員 24人を対象に、同校で骨粗
鬆症予防のための「骨こつ教室」がありました。この教室は、
骨の形成が盛んな成長期の子どもを対象に、将来起こりうる骨
粗鬆症を予防するために、今のうちから丈夫な骨を作ることを
目的に行われているものです。
　講師の佐野正人管理栄養士からの講話の後、生徒たちはカル
シウムが多く栄養バランスのよい食事を、ヘルスメイト（※）
の指導のもと調理・試食しました。真夏日となり、調理室も蒸
しかえる暑さであったにも関わらず、生徒もヘルスメイトも真
剣に取り組みました。
　ヘルスメイト旭志地区の稲葉幸子会長は「楽しんで料理をし
て、少しでも覚えてもらえるなら」と汗を拭きながら笑顔で話
していました。
　参加した生徒たちは「早く走れるためにも、からだを支えて
いる骨は大事。疲れたけど達成感があり、とてもおいしかった
です。料理がもっとうまくなりたいです」と話していました。
※「へルスメイト」とは、菊池市食生活改善推進員の愛称です。
菊池市民の食を通した健康づくりのために活動しています。

ヘルスメイトや佐野管理栄養士の指導のもと、栄養バランスの
よい食事を調理する旭志中の生徒たち

　西口一郎さん（　　間所）が旭日単光章（高齢者叙
勲）を受章され、七城総合支所で伝達式がありました。
　今回の受章は、西口さんが昭和 50年５月から七城
町議会議員として３期 12年の永きにわたり、七城町
の発展と住民福祉の向上に献身的に尽力・貢献された
功績が認められたものです。
　式では、福村市長が旭日単光章の伝達を行い、「お
めでとうございます。これからもお身体を大事にされ、
地域発展にご協力をお願いします」とあいさつ。西口
さんが「身に余る光栄です。この栄誉を汚さぬよう子々
孫々まで堅持し、一家の家宝とします」と謝辞を述べ
られました。
　受章、おめでとうございました。

　菊池市子ども会ビーチボールバレー・ソフトボール大会（菊池市子
ども会育成協議会（平田順一会長）主催）が行なわれました。天候に
も恵まれ、参加した子どもたちは元気いっぱい、楽しそうにプレーし
ました。優勝チームは次のとおりです。
ビーチボールバレー
優勝　富の原北・東区子ども会（泗水）、
同オープン参加　優勝　弁利連合（旭志）
ソフトボール　優勝　あさひヶ丘（旭志）
　また、オープン参加を除く両種目の優勝チーム（ソフトボールは、
優勝チームに代わり準優勝の富の原一区チーム）は、８月 19日（日）
に八代市鏡町であった「平成 19年熊本県子ども会連合会球技大会」
に市の代表として出場しました。残念ながら入賞は逃しましたが、猛
暑の中、両チームとも全力を尽くして気持ちのこもった熱戦を繰り広
げました。

旭日単光章を手にする西口さん
優勝した本部機動隊 (泗水班 )の操法

　菊池市消防団の操法大会が総合体育館前駐車場であり、
小型ポンプの部に 27チームとポンプ車の部に１チームの
計 28チームが参加しました。
　開会式では村上団長が「一刻を争う火災現場での基本と
なるのが操法です。連日の訓練の成果を十分に発揮してく
ださい」と訓示し、選手を代表して木下　彰さん（第８分
団）が選手宣誓しました。
　競技は、水槽に貯められた水をポンプで吸い上げ、ホー
スを延ばして約 60メートル先の標的を放水した水で倒す
というもので、その速さと動き、号令の正確さなどで競わ
れました。上位の結果は、次のとおりです。

小型ポンプの部
優勝　本部機動隊（泗水班）、２位　第 21分団２部１班
（永）、３位　第８分団（戸崎）

ビーチボールバレーで優勝した富の原北・東区子ども
会（右下）、同オープン参加で優勝した弁利連合（上）

第３回菊池市子ども会ビーチボールバレー・ソフトボール大会7/28（土）

菊池市支部消防団操法大会7/29（日）
西口一郎さんが旭日単光
章（高齢者叙勲）を受章

7/31（火）

旭志中で「骨こつ教室」7/25（水）

　熊本県硬式空手道選手権が大津町の大津小学校体育館であり、県

内から約 180人の選手が出場し熱戦が繰り広げられました。

　菊池市支部の日本真空拳泗水塾所属の岩
いわもと

本知
とも か

薫さんが、組手幼児

の部で優勝し、組手小学校２年生の部では、倉
くらはら

原瑞
みず き

生くんが、突き

と蹴りのコンビネーションで勝ち進み３位に入賞しました。

　また、ほかの同塾の出場選手も大健闘し、次回大会につなぐ確か

な手応えをつかみました。

　同塾の塾長は「次の 2007 年 12月に福岡で予定されている西日

本硬式空手道選手権大会を目指してレベルアップしていきたい」と

話されました。

第13回熊本県硬式空手道選手権7/29（日）

日本真空拳泗水塾のメンバー

　菊池市の友好都市である中国・山東省泗水県から９人の
小中学生を招いて「日中友好都市交流卓球大会」が行われ
ました。菊池市からは、泗水中学校と旭志中学校の卓球部
の生徒 30人が参加し、卓球王国中国の児童生徒と熱戦を
繰り広げました。
　今回の大会は、昨年 11月に行われた友好都市調印式と
日中友好都市シンポジウムの席で提案されたもので、泗水
県と菊池市の信頼と友好関係をよりいっそう深めていくこ
とを目的に両都市の将来を担う子どもたちによる交流会が
実現しました。
　大会終了後は、七城町のリバーサイドパーク内でバーベ
キューを囲み、卓球や学校のこと、将来の夢などを話しな
がら交流を深めました。
　大会成績は次のとおりです。（敬称略）

日中友好都市交流卓球大会7/28（土）

菊池市総合体育館で、熱戦を繰り広げる生徒たち

男子シングルス　優勝　張　子玉（実験小）、２位　李　文泰（高峪郷小）、
 ３位　王　梓楊（実験小）、３位　趙　文楷（実験中）
女子シングルス　優勝　丁　楠（第一中）、２位　平島歩惟（旭志中）、
 ３位　下川奈里紗（旭志中）、３位　松本千陽　（旭志中）

ソフトボールで優勝したあさひヶ丘県大会に出場した富の原北・東区子ども会（左）と
富の原一区チーム（右）

○七
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　菊池市青少年育成市民会議（福村三男会長）が、市
内に残る名所・旧跡・産物・伝説などの「お宝」を、
イロハ順に紹介した「きくちふるさとかるた」を作成し、
市内の小・中学校に贈りました。
　菊池市役所であった寄贈式では、代表の城　天平く
ん（菊池南中）と稲継大河くん（隈府小）の２人に、
福村市長が「ふるさとの歴史や文化を学んでください」
とかるたを手渡しました。
　平成 15年度から菊池市青少年推進員会で、青少年の
健全育成のために何が必要かが考えられ、菊池市の姉
妹都市・友好都市でもある西米良村・遠野市の「ふる
さとかるた」をヒントに、「子どもたちが地域のことを
知ることによって、ふるさとの良さやふるさとへの誇
りを持つ子どもに育てば」との思いからかるたを作製
することに決定。題材は青少年推進員のメンバーが市
内に残る名所・旧跡・産物・伝説などの「お宝」を取り上げ、読み札の裏には解説もされています。
　作製途中の平成 17年３月に市町村の合併が行われたことで、新たな青少年推進員も加わり、旧七城・旭志・泗水
の「お宝」も題材に加えて内容が練り直され、このほどの完成となりました。また、監修は市教育委員会社会教育指
導員の堤　克彦先生が務めています。
　かるたは１セット 1,000 円で、菊池市役所生涯学習課（第２庁舎２階）と、きくち観光物産館でも販売されています。

対象となる人

　社会保険事務所で「年金記録がない」と言われ、
本人も領収書などの証拠を持っていない方々の
ために、本人の立場に立って、公正に判断を行
う「年金記録確認中央第三者委員会」を立ち上
げました。
　さらに、身近なところで対応できるよう、全
都道府県（全国 50カ所にある管区行政評価局・
行政評価事務所）に「地方第三者委員会」を発
足させました。
　全国の最寄りの社会保険事務所で、「地方第
三者委員会」への申し込みを受け付けています。

　コミュニティの健全な発展を図ることを目的としたコミュニ
ティ助成事業により、大尺区に投光機、アルミ掲示板、冷蔵庫、
液晶テレビ、テレビ台、炊飯ジャー、草刈機が整備されました。
　このコミュニティ助
成事業は、宝くじの普
及広報事業費を財源と
して財団法人自治総合
センターが助成を行う
もので、今後の大尺区
の益々の活性化が期待
されます。

　菊池市旭志川辺にある二輪・四輪部品メーカーの九州柳
河精機（株）（河口二朗代表取締役社長）から、菊池市に
軽自動車１台が寄贈されました。
　送られた車は、ホンダのワンボックスタイプの軽自動車
（４人乗り）で、価格は約 140万円。財政課が管理し、公
用車として幅広く活用されます。
　菊池市役所玄関前であった贈呈式には関係者など約 30
人が出席し、朝吹範之取締役が「日ごろのお礼として送り
ます。これからも皆さんの期待にこたえられるような会社
になっていくつもりですので応援をお願いします」とあい
さつ。福村市長が「地域の隅々まで走らせ活用させていた
だきます。寄贈ありがとうございました。心から感謝しま
す」とお礼を述べました。
　同社からはこれまで、菊池市（旧旭志村）に同社の夏ま
つりの時期に合わせ、自動車や刈払い機のホンダ製品が多
数寄贈されています。その功績に対して７月 21日（土）
に行われた今年の夏まつりの会場で、福村市長から河口社
長に感謝状が贈られました。

大尺区に整備された備品（アルミ掲示板）

福村市長（左）にカギのレプリカを渡す朝吹取締役（右）
と寄贈された軽自動車

贈られたかるたを手にする城くん（左）と稲継くん（右）

宝くじ助成事業で備品が整備されました（大尺区）

国民年金情報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎（25）1111

年金記録確認第三者委員会が
スタートしました

●すでに年金記録が訂正されている人
①　年金記録の訂正により年金額が増えた人
→年金（老齢・障害・遺族）の時効消滅分が全期
間さかのぼって支払われます

②　年金記録の訂正により年金の受給資格が確認さ　
　れ、新たに年金をお支払いすることとなった人
→年金（老齢・障害・遺族）の時効消滅分が全期
間さかのぼって支払われます

③　①や②に該当する人が、亡くなられている場合に
　は、そのご遺族
　　→未支給年金の時効消滅分が支払われます
※ご遺族の範囲は、お亡くなりになった当時、生計を

同じくされていた人に限り、配偶者、子、父母、孫、
祖父母、兄弟姉妹の順となります。

●今後、年金記録が訂正される人
④　今後、年金記録が訂正された結果、上記①～③と
　同じように年金額が増える人
→増額された年金や未支給年金が全期間分支払わ
れます

問い合わせ先
熊本西社会保険事務所　☎ 096（353）0141
または
ねんきんダイヤル　☎ 0570（05）1165
（平日 :午前８時 30分～午後５時 15分）

年金時効特例法について 年金記録の訂正による年金の増額分は、時効により消滅し
た分を含めて、ご本人または、遺族へ全額をお支払いします。

第三者委員会への申し込み手順

社
会
保
険
事
務
所

②回答
　（記録不存在）

⑦通　知

①年金記録の
　確認依頼

③第三者委員会
　への申込み 受

付

相　
　

談　
　

者

第 三 者
委 員 会

社
会
保
険
庁

総 務 省

⑤
審　

議

⑥
結　

論 ⑧記録の訂正

年金額に反映

④転送

　確かに納付したにもかかわらず、年金記録や領収書などのない方々のために、本人の立場に立って公
正に判断する仕組み「年金記録確認第三者委員会」がスタートしました。
　この判断が尊重され、皆さんの年金の額に反映されます。

※受給権発生の年齢は、個人により異なります。 

当初からお支払

▼60歳               ▼66歳        ▼71歳 

▼65歳      ▼67歳     ▼72歳 

年金記録が訂正された結果、年金が増額した場合でも、時効消滅により直近
の５年間分の年金に限ってお支払いしていました。  

５年を超える分は、時効消滅 増額分は５年間分をさかのぼってお支払

５年間分はさかのぼってお支払

全額を
お支払

全額をお支払時効消滅これからは

年金時効特例法の成立により、この部分も全期間さかのぼってお支払いします

今 ま で は

後
で
判
明
当
初

〔具体例②〕72歳の時に年金記録が見つかり、年金の受給資格があることが分かった場合

〔具体例①〕60歳から年金を受給していた方で、71歳で追加すべき年金記録が見つかった場合

問い合わせ先　熊本西社会保険事務所　☎ 096（353）0141
※「総務省ホームページ（http://www.soumu.go.jp）」でも案内しています。

九州柳河精機(株)が菊池市に軽自動車を寄贈8/2（木）

「きくちふるさとかるた」が完成、市内小・中学校に寄贈8/3（金）
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■ 

添
付
文
書
な
ど
は
、
必
ず
読
み
ま

し
ょ
う

　

添
付
文
書
（
能
書
）
な
ど
に
は
、

用
法
・
用
量
・
効
能
・
効
果
な
ど
の

ほ
か
、
使
用
上
の
注
意
、
副
作
用
が

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

■
用
法
・
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

薬
の
作
用
は
、
使
用
量
と
深
い
関

係
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
量
以
下
で
は

作
用
が
現
れ
な
い
し
、
あ
る
量
以
上

で
は
有
害
な
作
用
を
生
ず
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
定
め
ら
れ
た
と
お
り
の

用
法
・
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
服
用
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

薬
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
時

間
に
飲
ま
な
い
と
効
果
が
な
か
っ
た

り
、
副
作
用
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
薬
の
服
用
に
つ
い
て
の
指
示

の
う
ち
、
食
前
・
食
後
・
食
間
と
は

次
の
よ
う
な
こ
と
を
い
い
ま
す
。

○
食
前　

胃
の
中
に
食
べ
物
が
入
っ

て
い
な
い
と
き
（
食
前
30
分
〜
１
時

間
）。

　

胃
の
調
子
を
整
え
る
食
欲
増
進
剤
、

食
べ
た
後
の
吐
き
気
な
ど
を
抑
え
る

薬
は
、
食
前
に
飲
む
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

○
食
後　

胃
の
中
に
食
べ
物
が
入
っ

て
い
る
と
き
（
食
後
30
分
以
内
）。

　

飲
み
薬
の
中
で
最
も
多
く
み
ら
れ

る
タ
イ
プ
で
す
。
胃
の
中
に
食
べ
物

が
あ
る
こ
と
で
、
薬
が
胃
を
荒
ら
す

の
を
防
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
胃
の
吸
収
を
考
え
る
と
食

後
20
〜
30
分
以
内
が
理
想
的
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
食
間　

食
事
と
食
事
の
間
の
こ
と

（
例
え
ば
、
朝
食
と
昼
食
の
間
）。

　

食
事
中
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

食
後
、
２
時
間
ぐ
ら
い
経
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
ろ
に
な
る

と
、
食
べ
た
物
が
消
化
さ
れ
、
胃
の

中
が
空
に
近
く
な
り
、
薬
の
吸
収
が

早
く
な
る
の
で
、
早
く
効
か
せ
た
い

薬
は
食
間
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　

副
作
用
の
発
生
を
防
ぎ
、
薬
の
効

果
を
正
し
く
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、

多
種
多
様
の
剤
形
が
あ
り
ま
す
。

　

薬
を
服
用
す
る
と
き
は
次
の
よ
う

な
注
意
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
錠
剤
・
カ
プ
セ
ル
剤

　

胃
で
は
溶
け
ず
、
腸
で
溶
け
て
初

め
て
効
く
よ
う
に
作
ら
れ
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
薬
を
噛
ん
だ
り
砕
い

た
り
し
て
飲
む
と
、
効
果
の
持
続

時
間
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

む
や
み
に
噛
ん
だ
り
つ
ぶ
し
た
り
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

乳
幼
児
に
は
、
原
則
と
し
て
使
用

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

■
液
剤

　

主
成
分
が
沈
ん
で
い
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
よ
く
振
っ
て
か
ら
飲
み
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
薬
を
汚
染
す
る
原
因
と
な

る
の
で
、
瓶
に
直
接
口
を
つ
け
た
り
、

飲
む
時
に
使
っ
た
ス
プ
ー
ン
を
薬
の

容
器
に
入
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

■ 

「
か
か
り
つ
け
」
の
薬
局
・
薬
店
・

薬
剤
師
を
決
め
ま
し
ょ
う

　

自
分
の
体
質
や
症
状
、
今
飲
ん
で

い
る
他
の
薬
な
ど
を
薬
剤
師
に
伝
え

れ
ば
、
安
心
で
最
適
な
薬
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
相
談
し
や
す
く
、
丁
寧
に
話
を

聞
い
て
く
れ
る
」、「
薬
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
生
活
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

情
報
を
く
れ
る
」
そ
ん
な
薬
剤
師
の

い
る
薬
局
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
１　

飲
み
に
く
い
薬
を
飲
む
工
夫

に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
１

○
オ
ブ
ラ
ー
ト
の
利
用

　

薬
の
臭
い
・
味
を
気
に
せ
ず
に
服

用
で
き
ま
す
。
十
分
な
水
や
お
湯
と

一
緒
に
服
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
品
の
利
用

　

葛
湯
、
寒
天
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
プ

リ
ン
な
ど
を
利
用
し
ま
す
。

　

薬
に
よ
っ
て
は
、
併
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
家
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
２　

水
な
し
で
、
薬
だ
け
飲
ん
で

も
大
丈
夫
で
す
か
？

Ａ
２　

薬
は
コ
ッ
プ
１
杯
程
度
（
約

２
０
０
ml
）
の
水
や
、
ぬ
る
ま
湯
と

一
緒
に
飲
む
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
理
由
に
は
次
の
２
つ

が
あ
り
ま
す
。

①
水
な
し
で
飲
む
と
、
薬
が
の
ど
や

食
道
に
ひ
っ
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
カ
プ
セ
ル
剤
は
、
ゼ
ラ

チ
ン
の
容
器
に
入
っ
て
い
る
た
め
、

だ
液
な
ど
で
ベ
タ
ベ
タ
し
、
の
ど
や

食
道
の
粘
膜
に
く
っ
つ
き
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

食
道
で
薬
が
溶
け
だ
す
と
、
粘
膜

を
傷
つ
け
、
と
き
に
は
潰か

い
よ
う瘍

や
出
血

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
薬
は
水
に
溶
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

腸
の
粘
膜
か
ら
吸
収
さ
れ
、
効
果
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

健康だより

７月 19 日（木）に泗水会場で、25
日（水）に旭志会場で、27 日（金）
に菊池会場で３歳児健診がありまし
た。歯科検診の結果、むし歯がなかっ
た子どもさんを紹介します。（敬称略）

３歳児健診時
「むし歯なし」の子

　むし歯予防のためには、家族ぐるみで取り組むことがとても重要です。これからも
「甘いものを控えること」、「歯みがきをすること」、「歯を強くすること」、「定期健診
を受けること」を心がけ、むし歯ゼロで頑張りましょう。
　今回むし歯があったお子さんは、なるべく早く歯科医院を受診しましょう。

伊
い と う

藤陸
り く と

人（○泗  泗水田中）

木
こ ば

庭治
は る き

輝（○泗  富の原一）

後
ご と う

藤紫
し き

姫（○泗  朝日団地）

野
の じ り

尻琉
りゅうと

斗（○泗  久米二）

山
やまかわ

川紗
す ず な

奈（○泗  久米一）

前
ま え だ

田未
み ゆ

結（○泗  高江）

德
と く だ

田凱
か い と

斗（○泗  薬師）

中
な か お

尾真
ま ほ

帆（○泗  福本一）

髙
たかふじ

藤綾
あ や の

乃（○泗  三万田）

倉
くらもと

本すず華
か

（○泗  桜山一）

泗
水
会
場

健康だより

　最近は、身近な所に、薬局・薬店が立ち並び、
比較的手軽に薬を買い求めることができるように
なってきました。
　同じ風邪の薬でも成分や剤形（カプセル、錠剤、
液剤）など、さまざまな製品があります。
　薬は、少量でも効果を発揮するだけに、副作用
に注意しなければならない場合もあります。表示
をよく見て、自分に必要な薬を適切に選ぶことが
大切です。
　また、安全に使用するために、医師・薬剤師な
どの専門家に相談することも大切です。
　今月は、知っておきたい薬の知識を紹介します。

知っておきたい薬の知識

服
用
の
前
の
注
意

薬
の
は
て
な
？

服
用
時
の
注
意

問い合わせ先　健康推進課健康推進係　☎（25）1111

松
まつもと

本晴
は る き

希（○旭  小原）

坂
さかもと

本愛
あ い り

莉（○旭  川下）

坂
さかもと

本慎
し ん の す け

之介（○旭  川下）

齋
さいとう

藤梨
り な

奈（○旭  岩本住宅）

岩
い わ ね

根颯
そ う た

太（○旭  岩本住宅）

水
みずかみ

上心
し ん き

喜（○旭  小川）

清
し み ず

水直
な お き

輝（○旭  川上）

旭
志
会
場

岡
おかむら

村英
え い た ろ う

太朗（○菊  中町）

髙
た か の

野稜
りょうた

太（○菊  中町）

森
もりやま

山恵
え り な

理奈（○菊  高野瀬）

村
むらかみ

上陽
ひ な

菜（○菊  遊蛇口）

上
う え だ

田結
ゆ う こ

子（○菊  南古閑）

松
まつなが

永愛
あ い み

美（○菊  北古閑）

藤
ふじさき

﨑　空
そら

（○菊  木柑子）

関
せき

　美
み つ き

月（○菊  上赤星）

箱
はこざき

崎千
ち ず な

鶴奈（○菊  片角）

長
ちょうの

野翔
しょうま

真（○泗  桜山三）

河
か わ え

合紗
さ き

輝（○泗  富の原一）

菊
池
会
場

井
いのうえ

上紫
し ず く

月（○旭  あさひが丘住宅）

園
そのはら

原咲
さ き

妃（○旭  あさひが丘住宅）

森
もり

清
せいいちろう

一郎（○泗  上住吉）

木
き こ し

柑子恵
めぐみ

（○泗  桜山二）

福
ふくおか

岡愛
あ い な

菜（○泗  東原団地）

野
の ぐ ち

口陽
ひ な た

向太（○泗  富の原一）

中
なかはら

原巧
た く と

斗（○菊  広瀬）

　積極的にカルシウムを取り、丈夫な骨・からだを
作ってもらうために、日本人に不足気味のカルシウ
ムを補う献立を紹介します。
●今月の献立
　カッテージチーズの
ラビオリ風
※カルシウムを多く含む
チーズを使った料理です。
＜材料（６人分）＞
カッテージチーズ 200g、ほうれん草 100g、餃子
の皮 24 枚、塩 少々、こしょう 少々、玉ねぎ 1/2 個、
にんにく 1 個、市販のトマトソース（缶） 250g、
バジルの葉 適宜、パルメザンうす削り 大さじ 2、
オリーブオイル 大さじ 2
＜作り方＞
①　ほうれん草はゆでて細かく刻む
② 　①にカッテージチーズ、塩、こしょうをよく混
ぜ合わせる
③　②を等分し、餃子の皮で包みゆでる
④　玉ねぎ、にんにくをみじん切りにする
⑤ 　フライパンにオリーブオイルとにんにくを入
れ、火にかけ香りが出たら玉ねぎを炒める
⑥ 　⑤にトマトソースとみじん切りしたバジルを
加え、しばらく煮る
⑦　③に⑥をかけパルメザンうす削りをかける
＜１人栄養価＞
エネルギー　261kcal、たんぱく質 8.0g、カルシ
ウム 106mg、塩分相当量　0.8g

　食事のバランスを整えるには、ごはん・汁物・主
菜・副菜をそろえるといいでしょう。食べた物がか
らだをつくります。数年後、数十年後も元気でいる
ために毎日の食事を大切にしましょう。

毎月19日は「食育の日」

「くすり相談室」と「医療機器相談室」
　医療品医療機器総合機構では、薬についての安全性や相互
作用などの疑問にお答えする「くすり相談」、「家庭で使用す
る医療機器相談」を行っています。
●くすり相談　　☎ 03（3506）9457
●医療機器相談　☎ 03（3506）9436
　相談は電話で専任の相談員が対応します。
　お気軽にご相談ください。
●相談日　月曜日から金曜日（祝日、年末年始を除く）の
　　　　　午前９時～午後５時

健康だより
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新着図書情報

ランナー あさのあつこ　著
　長距離ランナーとして将来を嘱望された高１の
少年碧季（あおい）。複雑な境遇の妹を理由に陸
上部を退部。だがそれは、たった一度レースに負
けたことで走ることが恐怖となってしまった自分
への言い訳だった。再びスタートラインを目指す
少年の焦りと葛藤を描く青春小説。

ラストプレゼント 奏　建日子　著
　家庭を捨て、仕事一筋で起動に乗り出した明日香。これから
という時、余命３カ月の膵臓ガンと宣告された。別れた８歳の娘、
元夫と絆を取り戻すべく、夫の恋人有里も加わって最後の夏を
迎えることに。名作 TVドラマの待望の小説化。

小美代姐さん愛縁奇縁 群　ようこ　著
　かつては売れっ子芸者だった美代子。戦争も貧乏も乗り越え
たのに、夫に先立たれ、一難去ってはまた一難・・・。小美代
姐さんとして花柳界にカムバック。波乱万丈の愛縁物語。

露の垣 乙川優三郎　著
　窮乏にあえぐ越後の新発田（しばた）藩。若
き家老は二百余年にわたる名もなき家臣の歩み
を辿る・・・。一度の過ちで追放の身となった
忠臣、子宝に恵まれず離縁された主家の女を想
う家臣の情。武家社会の実像を描く連作短編集。

夜明けの街で 東野圭吾　著
　「不倫をするなんて馬鹿なやつだと思っていた」。妻子と円満
な生活を送る渡部が恋に堕ちた。その相手、秋葉は 15年前に起
きた殺人事件の容疑者だった。彼女は、父の愛人を殺したのか。
真相を追う警察と遺族の執念、まもなく迎える時効を前に渡部
の心境は揺れ動く・・・。衝撃のラストまで一気に読ませる著
者の新境地を開いた長編小説。

この世には二種類の人間がいる 中野　翠　著
　「とっとく」と言う人と「捨てろ」と言う人、マニュアルを読
む人と読まない人・・・。あなた自身も、隣のあの人にも、上
司やライバルにも、「思い当たるフシ」が必ずあるはず。思わず
膝を打つ画期的なキメツケ人間二分法。その 50項目で笑いなが
らも人間の「根本」にせまれるエッセイ集。

次郎と正子 牧山桂子　著
　白州家の長女として生まれた桂子（かつらこ）は、幼い時か
ら何となく自分の両親が“普通”とは違うと感じていた・・・。
白州次郎・正子の家庭での素顔とユニークな子育て。結婚して
からも隣に住み続け、最期を看取った実の娘ならではの知られ
ざるエピソードを綴った一冊。

世紀風雪 愛新覚羅恒懿　著
　「幼いころ父は、しばしば私に清王朝内部で実際に起こった出
来事を、こと細かく話し聞かせてくれました」。清朝末期の動乱
の中、最後の皇帝となった溥儀の一族である愛新覚羅家。その
末裔である著者が、この世の荒波に翻弄され続けた一族の歴史
を十年余の取材を元に発表した、大河ドキュメンタリー。

田舎のちから 高橋信正／金澤洋一　編著
　虫たちの多くは人間と関係がないと思われがちですが、エネ
ルギーと物質を循環させる“血液”として生態系を支えています。
こうした虫たちを絶滅させ、地球をゆるがす力を手にした私たち
は、それをどう制御してゆけばいいのでしょう。田舎の魅力と秘
められた力を引き出す本。

ものぐさじじいの来世 小川未明 作、高岡洋介　絵
　ものぐさがって、いつもじっとしているおじいさんがいまし
た。きむずかしいところもありましたが根はいい人で、子ども
には、やさしくいつもにこにこ笑っていました。やがておじい
さんは亡くなり仏様に「１つだけ望みをきいてやる」と言われ
ます。おじいさんの望みとは・・・？

ウェン王子とトラ チェン・ジャンホン　作
　昔、猟師に子どもを殺された母トラは、人
間が憎くてたまらず、村をおそうようになる。
トラ狩りのため兵を集めた王に、占い師は「王
子をさしだせば国に平穏がおとずれる」と予
言する。王は幼い王子を森におきざりにする
が・・・。中国の伝統的水墨画の手法で描か
れた心ゆさぶる絵本です。2005年ドイツ児童図書賞受賞作。

ふたり★おなじ星のうえで 谷川俊太郎　著
　インドの綿花畑で働く女の子と、日本で生活する同じ年の女
の子。国も言葉も違うけれど、ふたりおなじ星の上に住んでい
る。それぞれの生活を写真とイラストで綴った感動の絵本。

月へのぼったケンタロウくん 柳　美里　著
　ひとりぼっちのおかあさんと、ひとりぼっちのおじいさん、
そしてケンタロウくん。「月で待ってるよ」と言い遺しこの世を
去ったおじいさんにケンタロウくんは会いに行きます。ベスト
セラー「命」から７年。今は亡き最愛の人との約束の物語。

カモ少年と謎のペンフレンド
ダニエル・ペナック　著

　英語が苦手なカモは、かあさんのすすめで英
国の少女と嫌々ながら文通を始めるが、面倒がっ
て翻訳をぼくにさせていた。しかし、やがて文通
に夢中になったカモは、英語は上達したが、誰
とも話さなくなってしまう。ぼくは、真実を知
るためにペンフレンド紹介所に侵入することに。

あやつられ文楽鑑賞 三浦しをん　著
　語り手の太夫、音楽を奏でる三味線、演じ手の人形によって
成立する伝統芸能・文楽。文楽関係者へのインタビューや「仮
名手本忠臣蔵」などの作品を分かりやすく解説。また、文楽を
題材とした落語や同じ演目がある歌舞伎など他の芸能との関連
も紹介。

泗水図書館

中央公民館図書室

ビロードのうさぎ
マージョリィ・W・ビアンコ　原作、酒井駒子　抄訳・絵
　ぼうやに贈られたビロードのうさぎは、いつか「ほんもの」
になることを夢見ながら、ぼうやと一緒に過ごしていた。とこ
ろが、ある日、ぼうやが病気になり、部屋にあったもの全てが
捨てられることに。そこにはうさぎも含まれていて・・・。思
わずうさぎが涙を流すと、妖精があらわれ・・・。

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 ９月の予定
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い
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で
み
て
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だ
さ
い
。

私
の
推
薦

田
たしま

島侑
ゆう か

佳 さん
（七城小４年）

泗水図書館「返却ボックス」への返却は
丁寧にお願いします
　最近、返却ボックスから返ってくる資料の破損
が目立つようになりました。無理に返却口に押し
込んだり、乱暴に入れたりしないようにお願いし
ます。
　CDやビデオは、直接カウンターへ返却してく
ださい。破損された場合は、弁償していただくこ
ともありますので、ご注意ください。（泗水図書館）

おりがみのコマ作り
　９月 16 日（日）午後２時
からのお楽しみ会は、おりが
みでコマを作ります。17 日
の敬老の日に、おじいちゃん、
おばあちゃんへのプレゼント
としてもおすすめです。
（泗水図書館）

今月のおすすめコーナー
　９月のおすすめは、熊本城
築城 400 年にちなんで 「城の
本」を集めてみました。また、
菊池地方の城跡などの情報も
合わせて展示します。
※一部貸出せない資料もあり
　ます。（泗水図書館）

いっしん虎徹 山本兼一　著
　「俺は江戸で、天下の名刀を打つ。もはやそうするしか生きる
道はないのだ」。甲冑鍛冶の長曽祢興里は、夢を叶えるため重病
の妻を連れて江戸へ出た。自分の作り上げた最高の甲冑さえ両
断する刀を作る。様々な人々の人生が重なり合い、伝説の名刀「虎
徹」を生み出す力が育まれていく。

あ
の
こ
ろ

絵
と
文　

さ
く
ら　

も
も
こ

よしおくんがぎゅうにゅうこぼして
しまったおはなし

及川賢治・竹内繭子　作・絵
　よしおくんは、朝牛乳を飲んでいたら、
うっかり牛乳をこぼしてしまった。不思議
なことに、その牛乳はいつまでもあふれて
きて止まらない。ついに、よしおくんは牛
乳の海へと流されてしまう。やがて、おか
しな音が聞こえたので、クロールで泳いで近付いてみることに。

天空列車　青蔵鉄道で行くチベット
長岡洋幸　写真

　世界一高い地点を走る豪華寝台列車、人呼ん
で「天空列車」。そびえ立つ山々を越え、野生
生物を間近に眺め、7000 メートル級の峰々の
雄姿を楽しみながらの旅。秘境チベット高原を
行く極上の列車の旅の見所・魅力をあますとこ
ろなく紹介したガイドブック。

中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

１ 土 閉室日
２ 日 閉室日 閉室日 閉室日
３ 月 休館日
４ 火
５ 水
６ 木
７ 金

８ 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい 
10:30 ～

閉室日

しすいっ子
童話会の
おはなしかい
11:00 ～

９ 日 閉室日 閉室日 閉室日
10 月 休館日
11 火
12 水
13 木
14 金

15 土 閉室日 閉室日
古典を
楽しむ会 
14:00 ～

16 日 閉室日 閉室日 閉室日 お楽しみ会 
14：00～

17 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
18 火
19 水
20 木
21 金

22 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい 
10:30 ～

閉室日

しすいっ子
童話会の
おはなしかい
11:00 ～

23 日 閉室日 閉室日 閉室日
24 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
25 火
26 水
27 木
28 金
29 土 閉室日
30 日 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
1 月 休館日

かかし シド・フライシュマン　文／ピーター・シス　絵
　ひとりぼっちの年老いた農夫が畑にたてた頭のないかかし。
やがて頭をつけ顔をかき、服をきせ毎日話しかけているうちに、
かかしは農夫の大切な友達になる。そこへ一人の若者が現れふ
れあう心と心・・・。孤独と友情、やさしさと共感を描く渋味
あふれる絵本。

10｜広報きくち｜2007 SEPTEMBER11 広報きくち｜2007 SEPTEMBER｜



菊
池
短
歌
会　

７
月
詠
草

青
空
と
流
る
る
し
ら
く
も
湛
へ
ゐ
て
山
の
「
御み

い
け池
」
は
風

薫
る
な
り 

岩
永　

典
子

諦
ら
め
も
生
き
る
一
つ
の
手て

だ
て段
と
や
思
ひ
直
し
て
今
日
は

暮
れ
た
り 

梅
野
か
を
り

早
苗
田
に
雲
う
つ
し
ゐ
て
南
風
の
中
胸
摺
る
ご
と
く
燕
と

び
交
ふ 
黒
田　

衣
子

大
輪
の
芍
薬
い
ま
ぞ
咲
き
満
て
り
傘
支
へ
差
す
雨
の
予
報

に 

古
賀　

勝
士

成
ら
ぬ
歌
ひ
と
つ
残
し
て
灯
を
消
せ
ば
眠
ら
ぬ
虫
も
を
り

て
鳴
く
な
る 

竹
野
美
智
代

塔
な
し
て
白
き
紫
陽
花
咲
き
上
り
吸
は
る
る
如
く
わ
れ
は

寄
り
ゆ
く 

中
川　

愛
子

土
に
生
き
鳴
く
と
思
へ
ば
親
し
も
よ
仕
舞
湯
に
き
く
田
蛙

の
こ
え 

中
原
ち
え
子

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
お
ほ
ふ
昼
時
を
五
官
い
と
し
み
野
戻
り

急
ぐ 

村
上　

咲
江

梅
干
し
て
母
の
匂
ひ
の
中
に
ゐ
る
強
き
陽
差
し
に
わ
が
影

累
ね 

山
下　

菊
代

所
在
な
き
梅
雨
の
一
日
よ
生
業
に
追
は
れ
し
日
々
の
過
ぎ

り
て
ゆ
く
も 

山
代　

静
子

万
句
の
里
俳
句
会　

７
月
句
会

只ひ
た
す
ら管
に
葉
陰
に
耐
へ
て
梅
雨
の
蝶 

中
路　

郁
子

初
蝉
の
薄
日
ひ
ろ
い
て
鳴
き
出
し
ぬ 

高
木　

陽
子

尋
ね
来
し
山
の
学
校
ほ
と
と
ぎ
す 

鋤
本　

ト
ミ

青
蛙
一
音
あ
げ
て
雨
を
呼
び 

田
中
ひ
さ
子

母
と
子
の
話
の
つ
き
ぬ
ち
ら
し
ず
し 

東　
　

鈴
子

密
か
に
も
素
直
に
咲
い
て
捩ね

じ

り
花 

稲
田　

羚
子

み
ど
り
ご
を
抱
き
て
日
暮
の
霊
迎 

梅
田　

昭
子

蛍
の
水
に
育
て
ば
水
に
燃
え 

光
本
と
よ
い
ち

ひ
と
と
き
の
晴
れ
間
む
さ
ぼ
る
蝉せ

み

時し
ぐ
れ雨 

小
山　

照
子

一
輪
の
木む

く
げ槿
に
風
の
新
し
く 

田
中　

美
智

雨
上
る
と
ん
ぼ
う
の
群
ど
つ
と
き
し 

吉
井　

綾
子

さ
ヾ
波
の
涼
し
く
走
る
山
の
湖う

み 

丸
山
美
代
子

肥
後
狂
句
桜
会 

例
会
入
選
句
集
よ
り

金
婚
式　

こ
れ
か
ら
媽
も
む
ぞ
が
ろ
う 

小
川　

繁
美

ハ
イ
只
今　

飲
み
屋
に
負
け
ん
酒
肴 

高
倉　

新
米

わ
さ
も
ん
好
き　

通
販
さ
ん
の
よ
か
餌
食 

須
藤　

新
生

ひ
っ
か
け
て　

首
吊
り
し
と
る
奴
凧 

狩
野　

本
六

金
婚
式　

ア
ッ
と
言
う
間
の
如
つ
も
あ
る 
太
田　

雄
三

甘
過
ぎ
る　

媽
に
は
い
つ
も
イ
エ
ス
マ
ン 
窪
田　

明
徳

右
も
左
も　

道
路
工
事
で
フ
ン
詰
ま
り 

東　
　

栄
次

ハ
イ
只
今　

婆
ち
ゃ
ん
オ
ム
ツ
替
え
よ
う
ね 

田
中　

孝
幸

金
婚
式　

晩
婚
に
ゃ
待
ち
長
か
っ
た 

光
掘　

善
教

ハ
イ
只
今　

返
事
ば
か
り
で
重
か
尻 

藤
由　

藤
紫

ひ
っ
か
け
て　

ズ
ン
ド
コ
節
で
戻
り
お
る 

安
武　

二
山

金
婚
式　

荒
波
越
え
て
た
ど
り
着
き 

藤
野　

清
子

泗
水
短
歌
会　
　
　

７
月
詠
草

白
雲
と
夕
焼
雲
を
西
空
に
夕
暮
れ
時
の
満
月
清
し

 

宮
本　

峯
子

飼
ひ
主
に
似
る
と
言
ふ
猫
あ
わ
て
者
書
棚
よ
り
落
つ
吾
は

笑
は
む 

福
原
美
智
子

雨
降
れ
ば
子
育
忙
し
つ
ば
く
ろ
の
道
す
れ
す
れ
に
虫
追
い

つ
ヾ
く 

中
山　

定
子

食
卓
に
ピ
ン
ク
の
薔
薇
を
二
本
挿
し
ひ
と
り
の
夕
飼
倖
せ

気
分 

大
島　

き
と

子
供
会
と
蒔
き
し
向
日
葵
一
斉
に
咲
き
県
道
ひ
と
き
わ
照

ら
す 

髙
藤
タ
ツ
ノ

露
草
の
若
葉
清
し
く
狭さ

に
わ庭
占し

む
生あ

れ
来
る
女
孫
待
た
る
る

朝 

吉
安　

永
子

八
反
歩
の
新
田
田
植
え
黙
々
と
植
え
ゆ
く
息
子
の
姿
見
守

る 

増
田
久
美
子

阿
蘇
高
原
の
光
と
風
の
中
に
立
つ
風
に
乗
る
君
此
処
に
お

り
ま
せ 

長
尾
は
る
み

仏
前
に
供
へ
し
西
瓜
一
旬
を
過
ぎ
て
動
か
ず
曇
り
日
土
用 

 

内
田
つ
ね
代

広
報
文
芸
き
く
ち

広
報
文
芸
き
く
ち

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　

７
月
例
会

正せ
い
が
ん眼
の
構か

ま

え
可お

か笑
し
き
子
か
ま
き
り 

服
部　

静
子

一い
ち
び
ょ
う
病
の
癒い

え
を
願
ひ
て
星
祀ま

つ

る 

藤
本
ア
ツ
子

風ふ
う
り
ん鈴
を
吊つ

る
も
梅
雨
明
け
待
つ
心 

内
村　

泊
虹

雨
後
の
墓
苔
や
は
ら
か
く
洗
ひ
け
り 

藤
本　

邦
治

海
遠
く
住
み
て
海
の
日
浜
万お

も

と

年
青 

坂
本
ま
つ
え

梅
雨
激
し
伸
び
放
題
の
庭
の
も
の 

村
山　

数
恵

幼
な
等
の
幸
せ
祈
り
星
祭
る 

寺
本　

和
子

夏
休
み
勉
強
机
に
汗
落
と
し　
　

（
中
二
）
渡
辺　

一
史

夏
休
み
大
忙
し
の
幕
開
け
だ　
　

（
中
二
）
渡
辺　

大
寿

肥
後
狂
句
水
笑
会　

７
月
例
会

日
帰
り
旅
行　

車
乗
る
た
め
行
た
ご
た
る 
 

三　

水

日
帰
り
旅
行　

昼
飯
食
ふ
と
戻
ら
に
ゃ
ん 
 

江　

彩

難
し
さ　

パ
ソ
コ
ン
は
も
う
打
ち
止
み
ゅ
う 

水　

光

難
し
さ　

分
け
る
遺
産
は
ア
リ
の
し
こ 

 

英　

坊

力
量
者　

体
ひ
と
つ
で
資
産
家
に 

 

五　

女

力
量
者　

な
か
な
か
お
ら
ん
議
員
選 

 

美　

由

日
帰
り
旅
行　

き
ち
い
ば
か
り
で
家
が
え
え 

三　

代

日
帰
り
旅
行　

帰
り
な
す
な
て
媽
が
言
う 

 

好　

茶

七
城
短
歌
会　
　
　

７
月
詠
草

退
院
の
わ
が
目
に
沁
み
る
木
戸
の
辺
の
庭
木
の
青
葉
五
月

雨
に
光
る 

森　
　

道
子

麗
し
さ
は
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
に
も
似
し
姪
が
花
時ど

き期
世
を
去

る
ま
だ
若
く
し
て 

吉
間　

充
子

告
知
あ
る
夫
の
病
室
に
夕
日
差
す
明あ

し
た日
が
来
な
い
世
や
国

無
き
か 

岩
崎　

照
代

「
お
ば
あ
さ
ん
」
と
声
か
け
遺
影
に
手
を
合
わ
す
安
堵
を

貰
い
今
日
が
始
ま
る 

木
下　

陽
子

新
緑
の
庭
に
一
輪
山
吹
の
黄
色
き
花
を
蝶
と
見
ま
ご
う 

 

岩
津　

涼
子

代
掻
き
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
幾
重
に
も
波
押
し
立
て
行
き

津
波
を
思
う 

佐
　々

重
弘

遊
行
な
る
わ
れ
の
見
和
ぐ
も
水
湛
う
棚
田
に
早
苗
の
緑
が

つ
づ
き  

下
川　

つ
ぎ

バ
ッ
サ
リ
と
刈
ら
る
る
庭
木
の
間
を
抜
け
て
吹
き
つ
る
風

が
早
も
届
き
ぬ 

堀　
　

甲
子

出
も
入
り
も
さ
せ
ず
籠
ら
す
五
月
雨
が
意
思
あ
る
如
く
急

に
弱
ま
る 

斉
藤　

芳
子

下
見
し
て
ま
で
吟
行
会
に
誘
い
く
れ
し
盟
友
今
年
は
黄
泉

国
の
人 

水
田
紗
陽
子

旭
志
文
芸
俳
句
会　

７
月
詠
草

茄
子
紺
の
美は

し
き
初
な
り
仏
壇
へ 

芹
川
の
り
子

新
緑
の
鞍
岳
さ
ん
は
く
っ
き
り
と 

郷　

ミ
ヤ
子

草
取
り
の
一
腰
伸
ば
す
青
葉
風 
水
谷　

ミ
ネ

流
れ
来
る
千
の
風
聞
く
夏
夜 
工
藤　

房
子

思
案
し
て
今
年
も
漬
け
る
梅
一
斗 

東　
　

芳
子

雷
雨
来
て
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
話
か
な  

中
尾
ヨ
シ
コ

梅
雨
去
れ
ば
頭
上
に
炎
暑
待
ち
か
ま
え 

出
田
み
ど
り
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今年の複合健診今年の複合健診

今年の

始 ま り ま す ！

　

食
育
の
５
本
柱
の
一
つ
で
あ
る

「
自
分
で
調
理
す
る
力
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
に
、
こ
ど
も
料
理

教
室
が
行
わ
れ
ま
す
。
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
と
一
緒
に
楽
し
く
料
理
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と　

き　

９
月
29
日
（
土
）、
10
月

27
日
（
土
）、
11
月
24
日
（
土
）、
２

月
23
日
（
土
）

い
づ
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

泗
水
公
民
館

対　

象　

泗
水
地
区
に
お
住
ま
い
の

幼
・
保
育
園
年
長
〜
小
学
校
低
学
年

そ
の
他　

材
料
代
と
し
て
、
一
人

２
０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
込
締
切　

９
月
25
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
事
務
局
（
健
康
推
進
課
）

　

菊
池
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
８

月
か
ら
カ
ー
ド
型
の
保
険
証
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
保
険
証
の
形
に
合

わ
せ
た
カ
バ
ー
を
市
役
所
健
康
推
進

課
・
各
総
合
支
所
民
生
課
の
窓
口
に

準
備
し
ま
し
た
の
で
、
必
要
な
方
は

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係
、

各
総
合
支
所
民
生
課

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。

国
で
は
、
国
民
の
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
救
急

の
日
」
の
９
月
９
日
を
含
む
一
週
間

（
９
月
９
日
〜
９
月
15
日
）
を
「
救

急
医
療
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

救
急
の
事
故
や
病
気
に
対
応
す
る

た
め
に
、
日
ご
ろ
の
備
え
に
加
え

て
、
今
一
度
、
生
活
環
境
の
点
検
や

救
急
医
療
機
関
の
確
認
な
ど
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

熊
本
県
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
お

子
さ
ん
の
急
な
病
気
に
つ
い
て
相
談

で
き
る
よ
う
に
「
熊
本
県
小
児
救
急

電
話
相
談
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
携
帯

電
話
か
ら
も
相
談
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所　

熊
本
市
医
師
会
立
熊
本

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
内

相
談
番
号

●
一
般
プ
ッ
シ
ュ
回
線

　

☎
＃
８
０
０
０

●
携
帯
・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
９
９
９
９

受
付
日　

毎
日　
　

受
付
時
間　

午
後
７
時
〜
午
後
11
時

相
談
員　

看
護
師
（
必
要
に
応
じ
て

小
児
科
医
）

相
談
内
容　

子
ど
も
の
急
な
病
気
に

関
す
る
応
急
の
対
応
や
処
置
に
対
す

る
助
言
、
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の

情
報
提
供
な
ど

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

七城総合支所　�（25）1000

旭志総合支所　�（37）3111

泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

　月：膝に水がたまったら

　火：へそのごま

　水：おしっこが近くなったら

　木：口をあけると音が

　　　しませんか？

　金：慢性疲労症候群

土日：陰茎癌

9月の　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

　現在、400ml 献血の需要が大変大
きくなっています。また、薬を飲んで
いる人でも、献血をお願いできる場合
もあります。皆さんの温かいご協力を
お願いします。
　献血の安全性向上のため、運転免許
証などの身分証明証による本人確認を
お願いしています。また、献血カード
を持っている人は、一緒に持参してく
ださい。
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

と　き　９月 20日（木）
•午前９時 30分～午前 11時
•正午～午後４時
ところ　菊池市役所正面玄関前
内　容　400ml 献血

献血のご協力を
お願いします

●BCG
と　き　９月 18日（火）
午後１時 30分～午後２時（受付）
ところ　菊池市文化会館
持ってくるもの　母子健康手帳（忘れると
接種ができません）、予診票
対象者　生後３カ月以上６カ月未満の乳児

9月の予防接種
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
よ
る

こ
ど
も
料
理
教
室 

参
加
者
募
集

国
民
健
康
保
険
証
の
カ
バ
ー

を
準
備
し
て
い
ま
す

熊
本
県
小
児
救
急
電
話
相
談

県
内
ど
こ
か
ら
で
も
「
＃
８
０
０
０
」
で
相
談
で
き
る

　複合健診は、生活習慣病健診および各種がん検診、
結核健診を同じ日に同じ会場で受けることができ
る健診です。指定された健診日程で都合の悪い人や、
まだ申し込みをしていない人は問い合わせください。
健診機関　菊池広域保健センター（菊池養生園）
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

検診項目および自己負担金など
健診項目 健　　診　　内　　容 対象年齢 自己負担金

生活習慣病健診 身体計測・血圧測定・尿検査・心電図検査・血液検査（肝機能、
腎機能、血糖検査等）・内科診察・生活機能評価（65歳以上）

19～ 39歳 2,000 円 

40 歳以上 1,000 円 

結核健診 胸部Ｘ線検査（65歳以上） 65歳以上 無　　料 

胃がん検診 バリウムによる透視検査 30歳以上 900円 

腹部超音波検診 肝臓、ひ臓、腎臓、すい臓、胆のう等の検査 30歳以上 2,000 円 

大腸がん検診 検便検査 30歳以上 500円 

子宮がん検診 子宮頚部検査 20歳以上 600円 

乳がん検診 乳房超音波検査 もしくは Ｘ線乳房検査（マンモグラフィ） 30歳以上 1,000 円 
※年齢は平成 19年４月１日現在での年齢になります。
※ 70歳以上は無料です。ただし、腹部超音波検診は有料です。

健診日程および健診会場
健診月日 該　　当　　地　　区 健診会場

９
月

６日（木） 今、上赤星、下赤星、甲森北、乙森北、上古閑、内島、林原、梶迫、板井、前川、岩瀬 菊池養生園

７日（金） 山崎、上水次、下水次、岡田、流川、辺田、瀬戸口、台、高田、蟹穴、羽根木、西郷、荒牧、加恵、本村、七城田中、戸田島、西郷従業員住宅
七城公民館

８日（土） 五海、間所、砂田西団地、菰入、宮園、清水、新古閑、甲佐町、雇用促進住宅、新村、大尺、打越、小野崎、七城松島、上橋田、下橋田、元村

９日（日） 小川、九の峰、姫井、楠原、岩本、岩本住宅、伊萩、高柳、高柳住宅、平、北桜ケ水、南桜ケ水、湯舟、小原、津留、津留住宅、新明団地
旭志公民館

10日（月）川上、川下、出分、あさひが丘、伊坂、伊坂住宅、高永、妻越、川辺南、片川瀬、尾足、大迫

11日（火）田島一、田島二、田島団地、泗水平野、井戸方、泗水佐野、糠泉、辰頭団地、猪の目、岡、高江、高江出分、久米一

菊池養生園

12日（水）三万田、久米二、竹の下、薬師、上高江、福本二、泗水社、富、泗水田中、富出分、迫田団地、堂迫団地、朝日団地、北原団地、菊池園
13日（木）富の原中央、富の原台、富の原東、富の原北、富の原一、富の原西
14日（金）大琳寺、深川、村田、木柑子、植古閑、広瀬、上出田、下出田

15日（土）岩平、長六、塚原、下組、神鶴、菊池松島、柿木平、日向、中原、藤田、伊牟田、戸城、日生野、原細永、鍋倉、菊池佐野

16日（日）南古閑、北古閑、野間口、東原、上西寺、神来、中西寺、下西寺、辻、上長田、下長田、大塚

10
月

２日（火） 稗方、堀切、袈裟尾、玉祥寺、鉾の甲、柏、伊野、杉生、古川、滝黒仁田、伊倉

菊池市総合
体育館

３日（水） 高野瀬、立石、横町

４日（木） 穴川、鳳来、龍門１、長野、寺小野、染土、雪野、太田、小木、西迫間、東迫間、七坪、市野瀬、中野瀬、遊蛇口、戸豊水

５日（金） 永山、立門、木護、生味、木佐木、金峰、道園、篠倉、茂藤里、戸豊水（中尾 )、大柿、菊池平野、上町、中町、下町、切明、迎町、中央通、立町
６日（土） 北原、片角、北宮

７日（日） 南山手、上住吉、南住吉、富納、永、永出分、永南、田吹、福本一、福本団地、東原団地 菊池養生園
９日（火） 花房台、飛熊、北住吉、村吉、桜山全区（桜山一～九）

10日（水）築地、亘、西正観寺、栄町、上木庭、下木庭、東正観寺、正院町 菊池市総合
体育館

※受付時間は、午前７時～午前 11時 30分ですが、混雑を避けるため、申し込みをもとに時間の指定をしています。
※健診を受けやすいように健診会場まで送迎バスを用意しております。

　夜間におけるお子さん
の急な病気への対処や、
応急処置などを相談でき
る窓口です。
　お子さんの急な発熱、
嘔吐、下痢、腹痛、お薬
などで分からないことが
あると思います。そんな
時に電話いただければ、
経験豊かな看護師がアド
バイスします。
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



●野菜の効能
　野菜はミネラルやビタミンが多く、食物繊

せんい

維が豊
富です。野菜に含まれる食物繊維は、腸の働きを活
発にし、発ガン物質など体に不必要なものも一緒に
排泄してくれます。便秘の解消や肥満防止にも効果
的です。
　特に色の濃い緑

りょくおうしょくやさい

黄色野菜（ほうれん草、人参、ピー
マン、かぼちゃ、トマト、オクラなど）は免疫を活
性化させ、抵抗力をつけてくれます。風邪予防にも
最適です。淡

たんしょくやさい

色野菜（大根、なす、きゃべつ、きゅ
うり、レタスなど）にはカリウムが多く含まれており、
余分な塩分を排泄し高血圧の予防に効果があります。
●野菜の上手な食べ方
○野菜は「1日 350g以上」を目標に取りましょう。
そのうち 120g（片手いっぱい程度）を緑黄色野

菜で、240g（両手いっぱい程度）を淡色野菜で
取りましょう。
○スープや味噌汁にして食べると体を温める力があ
り、野菜の「かさ」が減り、量もたくさん取るこ
とができます。
○油脂を使って調理すると、栄養の吸収を高めます。
○時間のある時に下ごしらえ（野菜の皮をむく、面
取りをしておく、すじをとっておくなど）を済ま
せておくと、調理時間の短縮につながります。
○できあいの食品を上手に利用する。
•素材缶（大豆、グリンピースなど）を利用する。
•調理済缶（コーンスープ、ミートソースなど）
やレトルト食品に野菜などを加える。
•乾燥野菜や乾物、冷凍野菜を活用する。

き
く
筋

お
腹
の
筋
肉
・
背
中
の
筋
肉
・
お
尻

の
筋
肉
・
胸
の
筋
肉
・
肩
の
筋
肉
・

腕
の
筋
肉

効　

果

•
姿
勢
が
よ
く
な
り
ま
す
。

•
お
腹
の
ひ
き
し
め
に
つ
な
が
り
ま

す
。

•
歩
行
時
の
ふ
ら
つ
き
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

注
意
点

•
前
に
体
重
移
動
し
た
と
き
に
、
肘

が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

•
首
を
反
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。

•
腕
全
体
で
体
重
を
支
え
ま
す
。

※
「
長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
抜
粋

体
操
を
無
理
な
く
行
う
た
め
に

•
血
圧
の
高
い
人
や
安
静
時
の
脈
拍

の
多
い
人
、
運
動
を
制
限
さ
れ
て

い
る
人
は
医
師
に
相
談
し
て
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

•
ど
う
き
・
息
切
れ
が
あ
っ
た
り
、

体
調
不
良
の
時
は
、
休
み
ま
し
ょ

う
。

•
必
ず
準
備
体
操
、
整
理
体
操
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

•
痛
み
が
強
く
な
ら
な
い
程
度
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

•
適
度
な
休
憩
や
水
分
を
取
り
な
が

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

体
操
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に

　

こ
の
体
操
を
す
る
時
に
は
、
こ
れ

ま
で
紹
介
し
た
体
操
を
し
た
後
に

行
い
ま
す
。

•
必
ず
大
き
な
声
で
数
を
数
え
ま

し
ょ
う
。（
筋
力
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
３
秒
間
を
３
回
行
い
ま

す
）

※
息
を
止
め
て
行
う
と
血
圧
が
上

が
っ
た
り
、
疲
れ
が
残
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

•
無
理
を
し
な
い
範
囲
で
行
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

支
給
対
象
者

　

10
月
１
日
現
在
で
①
②
③
す
べ
て

に
該
当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

①
障
害
者
手
帳（
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
②
菊
池
市
の
住
民
票
に
１
年
以
上
記

載
さ
れ
て
い
る
人

③
公
的
障
害
年
金（
障
害
基
礎
年
金
・

障
害
厚
生
年
金
・
障
害
共
済
年
金
）

を
受
給
し
て
い
な
い
人

支
給
額　

５
、０
０
０
円
（
年
額
）

支
給
日

　

12
月
18
日
（
火
）・
19
日
（
水
）

申
請
手
続
き

　

印
鑑
・
障
害
者
手
帳
・
振
り
込
み

希
望
の
通
帳
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間　

10
月
１
日
（
月
）

〜
10
月
31
日
（
水
）

※
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
は
除
く
。

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

福
祉
課
障
害
福
祉
係
、
各
総
合
支

所
民
生
課

さ
あ
、
始
め
よ
う
！

長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
シ
リ
ー
ズ
⑫

〜
筋
力
・
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
編
〜

四
つ
這
い

図
の
よ
う
に
お
腹
の
下
に
箱
が
入
る
よ
う
に
、

四
つ
這
い
姿
勢
を
取
り
ま
す
。
次
に
箱
を
つ

ぶ
さ
な
い
よ
う
に
背
中
と
床
と
平
行
に
な
る

よ
う
、
お
腹
に
力
を
入
れ
た
ま
ま
、
前
に
体

重
を
か
け
ま
す
。

高齢者の栄養シリーズ⑥

野菜は緑黄色野菜や根菜など豊富な種類を毎日食べる
～高齢者のための食生活指針15カ条より～

問い合わせ先　地域包括支援課

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　わいふ一番館
　（24）6630

　このマークは、心
臓や腎臓など、身体
内部に障害のある人
を表現しています。
　内部障害のある人
は、外見からは障害
があることが分かり
にくいため、さまざ
まな誤解を受けたり、
必要な手助けを受けられなかったりする
ことがあります。
　一般社会にそんな人々の存在を視覚的
に示し、理解の第一歩とするため、この
マークは生まれました。
　公共スペースにマークの表示を求め、
その存在を示す活動は病名、症状、障害
団体の枠を超えて広がっています。
　さまざまな障害のある人がいるという
ことを理解し、障害のある人もない人も、
みんなとともに、いつまでも安心して暮
らせるまちづくりを推進しましょう。
問い合わせ先　福祉課障害福祉係

中村　渓
期間 :９月 11日（火）～９月 24日（月）
　還暦を過ぎた記念に、身近な花、人の内面的美、表情を楽
しみながら撮りつづけた作品たちです。気分転換にどうぞ！

「表情」（写真展）

髙木勇馬
期間 :９月 26日（水）～ 10月８日（月）
　喜寿と古希を迎え、御礼の意味から写真・陶芸の二人展
を催します。どうぞご笑覧頂きますようご案内します。

写真と陶芸の二人展（髙木勇馬・多紀子）

問い合わせ先
菊池夢美術館　☎（23）1155夢美術館情報

●菊池南中学校 第１回美術部作品展「模倣から創造へ」
期間：８月 18日（土）～９月 12日（水）

●能面クラブ山鹿 “城北能面普及展”
期間 :９月 15日（土）～９月 24日（月）

●「風の道・人の旅」長野良市写真展
期間：９月 28日（金）～ 10月９日（火）

10
月
よ
り
菊
池
市
身
体
障

害
者
等
福
祉
年
金
支
給
申

請
の
受
付
を
行
い
ま
す

 

シ
リ
ー
ズ
⑨ 

こ
ん
に
ち
は「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
菊
池
市
役
所
地
域
包
括
支
援
課
内
に

昨
年
４
月
に
高
齢
者
の
総
合
相
談
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員

な
ど
３
職
種
の
職
員
を
配
置
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
に
関
す

る
相
談
を
は
じ
め
、
生
活
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
主
な
役
割
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
介
護
予
防
事
業

　

介
護
保
険
「
要
支
援
１
」、「
要

支
援
２
」
の
認
定
を
受
け
た
人
の

介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
や
介
護
が
必
要
と

な
る
お
そ
れ
の
高
い
人
た
ち
に
介

護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
介
護
予

防
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
総
合
相
談
支
援

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ
の
家
族
、

近
隣
に
暮
ら
す
人
の
介
護
に
関
す

る
悩
み
や
問
題
に
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
健
康
や
福
祉
な
ど
生

活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
権
利
擁
護

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

活
き
活
き
と
暮
ら
す
た
め
の
様
々

な
権
利
を
守
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
成
年
後
見
制
度
の
紹

介
や
、
虐
待
の
早
期
発
見
、
消
費

者
被
害
な
ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
支
援

　

地
域
を
支
え
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
指
導
や
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。　

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
に

高
齢
者
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
課

　まちづくり寄合所１階ギャラリーでは、
出展する人を募集しています。個人やク
ラブ・サークル活動で作った作品などを
多くの人に見てもらいませんか？もちろ
んプロの人も大歓迎です。
　また、２階和室は、文化活動の発表や
まちづくりに関する活動の場として誰で
も利用できます。

わいふ一番館（まちづくり寄合所）
で出展してみませんか？

「ハート・プラス」
マーク

「ハート・プラス」
マーク

ご 存 知 で す か ？
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
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☎（37）3111

泗水総合支所
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●
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
「
エ
プ
ロ
ン
お

ば
ち
ゃ
ん
」

と　

き　

９
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙

芝
居
な
ど
、
と
っ
て
も
楽
し
い
お
話

の
時
間
が
過
ご
せ
ま
す
。

対　

象

　

市
内
の
乳
幼
児
と
保
護
者

参
加
費　

無
料

●
す
く
す
く
ク
ラ
ブ「
お
や
つ
作
り
」

と　

き　

９
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

食
育
の
話
と
ヘ
ル
シ
ー
お

や
つ
作
り

対　

象

　

市
内
の
乳
幼
児
と
保
護
者　

定　

員　

20
人　
　

参
加
費

　

親
子
で
２
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み
方
法　

９
月
19
日
（
水
）

ま
で
に
、
参
加
費
と
一
緒
に
児
童
セ

ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
24
）
３
４
７
２

　

熊
本
再
春
荘
病
院
で
は
、
今
年
も

健
康
に
関
し
て
、
気
軽
に
専
門
医
な

ど
と
お
話
し
（
相
談
）
で
き
る
「
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

熊
本
再
春
荘
病
院（
外
来
・

機
能
訓
練
室
・
デ
イ
ケ
ア
棟
）

内　

容

○
健
康
講
座

•
テ
ー
マ

　
「
タ
バ
コ
と
健
康
〜
禁
煙
・
分
煙
・

防
煙
〜
」

•
講　

師

　

呼
吸
器
科
医
長　

松
本
武
敏

•
テ
ー
マ

「
お
な
か
ひ
っ
こ
め
作
戦

〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
防
止　

ク
イ
ズ
で

挑
戦
〜
」

•
講　

師

　

栄
養
管
理
室
長　

福
本
耐
子

○
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

生
活
習
慣
病
相
談
な
ど

○
実
演
・
体
験
・
そ
の
他

　

肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
体
操
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
再
春
荘
病
院
管
理
課

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
１
０
０
０

　

内
線
２
１
０

ご自宅の近所の施設の場所を確認するこ
とができます。施設一覧とリンクしてい
るものは番号から施設が確認できます。

菊池市では、次世代育成支援行動計画の一環として、安心して楽しく子育てができるように、子育て支援に関する
情報を紹介したホームページを開設しました。

利用したい施設を選んで下さい。
健康診断や育児相談などの行事
予定が確認できます。

子育てに関する行政機関等のサ
イト（ホームページアドレス）を掲
載しています。

お問い合せ先
子育て支援課

ここをクリック
次は、子育て支援情報を
クリック

菊池市ホームページ

【URL】http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp

子育て支援情報ホームページを開設しました子育て支援情報ホームページを開設しました
　

旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
、
ソ

連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
さ
れ
た

人
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
揚
げ
て
き
た
人
の
「
本
人
」

に
、
あ
ら
た
め
て
慰
藉
の
念
を
表
す

た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
「
特
別

慰
労
品
」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

な
ど
を
受
け
た
人
、
書
状
を
受
け

る
資
格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

請
求
し
て
い
な
い
人
も
対
象
で
す
。

　

請
求
書
は
、
市
役
所
福
祉
課
（
⑩

番
窓
口
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
の
民

生
課
に
あ
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

h
e
iw
a
.g
o
.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

請
求
期
間

　

平
成
21
年
３
月
31
日

資
格
要
件
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

☎
０
１
２
０
（
２
３
４
）
９
３
３

※
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
15
分

〜
午
後
５
時
15
分
。
土
日
祝
日
は

休
み
。

　

請
求
期
限
は
平
成
20
年
３
月
31
日

で
す
。
こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
法

律
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
弔
慰
金
を

受
け
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

対
象
者

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一
人
に
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
１
）
弔
慰
金
の
受
給
者

（
２
）
戦
没
者
な
ど
の
子

（
３
）
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹

※
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
人
な
ど
は
除
き
ま

す
。

（
４
）
前
記
（
３
）
以
外
の
①
父
母

②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
５
）
前
記
（
１
）
か
ら
（
４
）
以

外
の
三
親
等
内
の
親
族

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

給
付
内
容　

額
面
40
万
円
、
10
年
償

還
の
記
名
国
債

請
求
窓
口

　

市
役
所
福
祉
課
（
⑩
番
窓
口
）

　

各
総
合
支
所
民
生
課

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
保
護
係

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
、
県
税
が
減

額
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
自
動
車
税

　

災
害
で
車
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
相
当
な
被
害
を
受
け
た
と
き

○
個
人
事
業
税

　

個
人
の
事
業
用
資
産
な
ど
が
災
害

で
相
当
な
被
害
を
受
け
た
と
き

○
不
動
産
取
得
税

　

家
屋
や
土
地
が
災
害
で
相
当
な
被

害
を
受
け
、
そ
れ
に
代
わ
る
家
屋
や

土
地
を
３
年
以
内
に
取
得
し
た
と
き

※
な
お
、
被
害
を
受
け
た
日
ま
た
は

納
税
通
知
書
が
届
い
た
日
か
ら
２

カ
月
以
内
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局
税
務
課

　

☎
（
25
）
４
２
７
２

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
税
に
関
す
る
各
種

手
続
（
①
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費

税
、
酒
税
及
び
印
紙
税
の
申
告
、
②

全
税
目
の
納
税
、
③
法
定
調
書
の
提

出
な
ど
の
申
請
・
届
出
な
ど
）
が
自

宅
や
事
務
所
に
い
な
が
ら
に
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.e
-ta
x.n
ta
.

g
o
.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

児
童
セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か

　菊池地域では、精神障害者が安心して暮らせる
ような地域を目指して色々な事業に取り組んでい
ます。今年度は、精神障害を正しく理解するため
に集いを計画しました。
　地域住民の皆さんや当事者、家族、関係者など
誰でも参加できます。どうぞ気軽に参加ください。
と　き　９月 11日（火）午後１時 30分から
ところ　菊池市福祉会館２階大会議室
つどいテーマ　地域で暮らしたい（支えあうこと、
それは理解すること）
内　容
•体験発表　当事者、家族の思い
•講話　熊本県精神保健福祉センター
　　　　中島央先生　　　　　　
問い合わせ先
　熊本県菊池保健所保健予防課
　☎（25）4139　または　菊池市役所福祉課

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済

み
で
す
か
？

●国民健康保険税第３期
●固定資産税第３期
※口座振替を利用している人は、９月 25 日
（火）に振替を行いますので、残高の確認を
お願いします。

９月の「税」の納期限
問い合わせ先　税務課

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑
留
者
・

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

県
税
の
災
害
減
免
制
度

ご
存
知
で
す
か
e
‐
T
a
x

便利な「e‐Tax」をご利用ください

「菊池地域精神保健福祉の集い」
を開催します

熊
本
再
春
荘
病
院　

第
6
回

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　平成 19年度の家屋調査を９月から実
施します。
　対象家屋は、平成 19年１月２日から
平成 20年１月１日までに新築・増改築
が完成した家屋です。また、解体した家
屋も併せて確認します
　調査には、固定資産評価補助員（市税
務課職員）がお伺いしますのでご協力お
願いします。
※調査対象者には別途通知します。

問い合わせ先　税務課固定資産税係、
各総合支所総務振興課税務係

家屋調査にご協力
ください

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



　

今
年
も
菊
池
環
境
保
全
組
合
の
構

成
市
町
で
あ
る
菊
池
市
、
合
志
市
、

大
津
町
、
菊
陽
町
、
菊
池
環
境
保
全

組
合
、
各
種
団
体
の
協
力
に
よ
り
開

催
し
ま
す
。

　

今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
『
分
け

れ
ば
「
資
源
」
ま
ぜ
れ
ば
「
ご
み
」』、

サ
ブ
テ
ー
マ
を
『
マ
イ
バ
ッ
グ
の
普

及
』
と
し
て
い
ま
す
。
住
民
一
人
ひ

と
り
が
ご
み
に
関
心
を
持
ち
、
ご

み
を
発
生
源
で
絶
つ
（
リ
フ
ュ
ー

ズ
）、
ご
み
を
減
ら
す
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）、
繰
り
返
し
使
う
（
リ
ユ
ー
ス
）、

再
び
資
源
と
し
て
利
用
す
る
（
リ
サ

イ
ク
ル
）
の
４
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

分
別
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
げ
、
循

環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

泗
水
ホ
ー
ル

受　

付　

午
前
８
時
30
分
か
ら
抽
選

券
配
布
（
マ
イ
バ
ッ
グ
無
料
配
布
）

問
い
合
わ
せ
先

　

泗
水
総
合
支
所
民
生
課
・

　

環
境
課
廃
棄
物
対
策
係　

ま
た
は

　

菊
池
環
境
保
全
組
合

　

☎
０
９
６
（
２
９
３
）
２
５
５
５

　
「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
」
と
「
熊

本
駅
」
を
結
ぶ
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
の
運

行
時
間
短
縮
に
向
け
て
、
新
ル
ー
ト

の
試
験
走
行
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
光
の
森
駅
」
と
「
肥
後

大
津
駅
」
の
各
駅
か
ら
、
空
港
へ

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
試
験
走
行
も

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.

ku
m
a
m
o
to
.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス

　

熊
本
駅

⇔

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

①
「
産
業
道
路
・
国
体
道
路
」
ル
ー

ト　

10
月
１
日
（
月
）
〜
10
月
７
日

（
日
）

②
「
産
業
道
路
・
白
山
通
り
」
ル
ー

ト　

10
月
８
日
（
月
）
〜
10
月
14
日

（
日
）

③
「
平
成
け
や
き
通
り
・
東
バ
イ
パ

ス
」
ル
ー
ト　

10
月
15
日
（
月
）
〜

10
月
21
日
（
日
）

●
空
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

光
の
森
駅
と
肥
後
大
津
駅

⇔

阿
蘇

く
ま
も
と
空
港

①
「
光
の
森
駅
」
発
着　

10
月
22
日

（
月
）
〜
10
月
28
日
（
日
）

②
「
肥
後
大
津
駅
」
発
着　

10
月
22

日
（
月
）
〜
10
月
28
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
交
通
対
策

総
室
都
市
圏
・
地
域
交
通
班

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
１
６
４

　

後
藤
官
平
（
一
八
三
四
〜
九
六
）

は
、
天
保
五
年
五
月
、
木
村
啓
左

衛
門
の
次
男
と
し
て
、
合
志
郡
村
吉

（
現
・
菊
池
市
泗
水
町
）
に
生
ま
れ
、

後
藤
氏
を
継
ぎ
、
五
人
娘
の
次
女
に
、

養
子
直
七
を
配
し
て
、
後
藤
家
を
継

が
せ
ま
し
た
。

　

後
藤
官
平
は
、「
幼
く
し
て
、
父

の
教
え
を
受
け
」、
安
政
元
（
一
八

五
四
）
年
、
二
一
歳
の
時
「
藩
の
天

学・数
学
師
範
牛
島
氏
」に
師
事
。「
常

に
心
を
こ
の
道
に
ひ
そ
め
、
田
畑

に
出
づ
る
に
も
、
問
題
紙
を
笠
に
結

び
な
ど
し
て
携
へ
」、
ま
た
「
夜
の

ほ
の
ぼ
の
と
明
け
行
く
を
も
知
ら
で
、

数
理
を
研
究
」
す
る
な
ど
、
昼
夜
を

分
た
ず
寝
食
を
忘
れ
て
励
み
、「
学

術
門
下
に
並
ぶ
者
な
く
、
知
れ
る
者

聞
く
も
の
か
ら
敬
重
」
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
に
、「
算

術
秘
奥
の
免
許
、
暦
術
・
測
量
術
皆

伝
の
証
状
を
得
、
官
の
恩
賞
に
も
預

り
」、明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
は
、

「
算
術
抜
群
、心
念
厚
く
、同
門
の
誉
、

後
進
誘
掖
の
効
」
に
よ
り
、
郡
宰
直じ
き

触ぶ
れ
・
佩は
い
刀と
う
許
可
、
士
族
に
列
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
肥
後
藩
主
の
軍
艦
「
萬
里
丸
」
購

入
の
際
、
乗
組
の
内
命
や
恩
師
牛
島

氏
の
勧
誘
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
義

父
母
の
養
、
す
て
難
き
」
と
辞
退
し
、

家
業
の
傍
ら
、
算
術
を
教
え
、
郷
の

「
算
学
授
方
」
に
な
り
、「
常
に
進
取

の
念
を
い
だ
き
、
洋
式
を
独
修
し
て
、

算
術
・
代
数
・
幾
何
学
の
奥
義
を
究

め
」、
吉
富
・
田
島
の
小
学
校
教
師

を
歴
任
、「
小
学
高
等
算
術
科
教
授

免
状
」
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。（「
後

藤
官
平
先
生
墓
誌
」）

　
そ
の
後
、
郡
内
外
か
ら
後
藤
官
平

の
教
え
を
乞
う
者
が
絶
え
ず
、
明

治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
一
月
、
数

学
専
門
の
私
塾
「
直
ち
ょ
く

整せ
い

黌こ
う

」
を
設

立
、
同
二
十
九
年
一
月
、
官
平
が

死
去
ま
で
の
八
年
間
で
し
た
が
、
門

人
五
〇
〇
余
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
工
藤
左
一
（
初
代
合

志
義
塾
長
）・
西
佐
一
郎
（
初
代
泗

水
村
長
）・
増
田
敬
太
郎
（
警
神
）・

斎
藤
長
八
（
県
議
）・古
市
秀
虎
（
田

島
村
議
）・
大
塚
惟
一
・
後
藤
実
平
・

伊
牟
田
直
勝
が
い
ま
し
た
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員堤　

克
彦

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
⑭

　

人
と
人
と
は
、
永
遠
一
緒
の
感

情
を
持
つ
仲
間
。

　

私
は
、
な
ん
と
な
く
だ
け
ど
、

そ
う
思
う
。
人
は
、
死
ぬ
ま
で
自

分
以
外
の
人
と
一
緒
に
生
き
て
い

る
。
い
く
ら
一
人
暮
ら
し
と
い
っ

て
も
、
会
社
や
学
校
に
も
人
は
い

る
し
、
食
べ
物
や
飲
み
物
も
人
が

作
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
な
に

か
と
い
っ
て
自
分
以
外
の
人
と
つ

な
が
っ
て
生
き
て
い
る
と
思
う
。

人
は
き
っ
と
一
人
で
は
生
き
て
い

け
な
い
生
き
物
な
ん
だ
ろ
う
。
な

の
に
、
そ
ん
な
仲
間
を
傷
つ
け
て

い
い
の
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
な
ら
、

ど
う
、
思
う
だ
ろ
う
。

　

今
の
状
況
は
、
は
っ
き
り
い
う

と
人
が
傷
つ
く
こ
と
や
人
の
涙
が

き
っ
と
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
と
思
う
。

学
校
で
も
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
。
自
転
車
に
い
た
ず
ら
が

し
て
あ
っ
た
り
、
く
つ
箱
に
悪
口

を
書
い
た
紙
が
置
い
て
あ
っ
た
り
、

変
な
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
あ
げ
て
悪

口
を
言
っ
た
り
、
ウ
ワ
サ
を
流
し

た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

や
っ
た
人
は
、
遊
び
半
分
や
面

白
が
っ
て
や
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、や
ら
れ
た
人
は
、ず
っ

と
忘
れ
ら
れ
な
い
と
思
う
。
そ
れ

が
、
た
と
え
ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と

だ
と
し
て
も
。
私
も
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
言
わ
れ
た
り
し
て
イ
ヤ
な

思
い
を
何
度
も
し
た
か
ら
分
か
る
。

自
分
に
と
っ
て
キ
ツ
イ
こ
と
や
苦

し
い
こ
と
は
、
人
に
は
言
え
な
い

と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
最
初
か

ら
、
そ
ん
な
イ
ヤ
な
気
持
ち
を
す

る
人
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
で
も
、
そ
れ
が
で
き
な
い
な

ら
、
そ
の
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

て
あ
げ
れ
ば
い
い
と
思
う
。
そ
し

て
、
そ
の
人
を
イ
ヤ
な
気
持
ち
に

さ
せ
て
し
ま
っ
た
人
は
、「
ご
め

ん
ね
」
そ
の
一
言
と
少
し
の
や
さ

し
い
心
を
そ
の
人
に
伝
え
れ
ば
い

い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ

な
い
な
ら
き
っ
と
、
や
さ
し
い
心

を
持
て
る
と
思
う
。
そ
の
人
の
気

持
ち
が
、
分
か
れ
ば
き
っ
と
、「
人

を
傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た

く
な
い
」
と
思
え
る
と
思
う
。
そ

れ
は
、
男
女
・
年
齢
関
係
な
く
思

え
る
こ
と
だ
。

　

私
に
、「
イ
ヤ
な
こ
と
が
あ
っ

た
ん
だ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
人
が

い
た
。
き
っ
と
そ
れ
を
言
う
に
は
、

い
ろ
ん
な
つ
ら
い
思
い
が
あ
っ
た

と
思
う
。
だ
か
ら
一
日
で
も
早
く

い
じ
め
や
差
別
と
い
う
も
の
を
な

く
し
た
い
。

　

人
権
と
言
っ
て
も
、
た
ぶ
ん
学

校
で
学
ぶ
人
権
は
、
ほ
ん
の
少
し

の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
学

校
で
、
人
権
集
会
が
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、

三
年
生
の
発
表
だ
っ
た
。
自
分
の

目
標
を
決
め
て
、
そ
の
理
由
な
ど

を
発
表
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
、

一
番
す
ご
い
な
と
思
っ
た
人
が
い

た
。
そ
の
人
は
自
分
が
つ
ら
か
っ

た
こ
と
な
ど
を
集
会
の
前
で
発
表

し
た
か
ら
だ
。

　

そ
れ
は
、
と
て
も
勇
気
が
あ
る

こ
と
だ
。
そ
の
人
の
発
表
で
、
言

葉
の
重
さ
が
よ
り
分
か
っ
た
気
が

し
た
。
頑
張
れ
と
い
う
言
葉
は
、

い
ま
ま
で
つ
ら
く
て
、
き
つ
か
っ

た
人
に
は
、
追
い
詰
め
る
言
葉
と

い
う
こ
と
。
逆
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

使
い
方
を
ま
ち
が
え
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
。
今
は
、
誰
で
も

傷
つ
く
よ
う
な
言
葉
な
ど
が
、
そ

こ
ら
じ
ゅ
う
に
広
が
っ
て
い
る
と

思
う
。
だ
け
ど
、
そ
れ
を
な
く
し

て
い
か
な
い
と
、
い
じ
め
も
な
に

も
な
く
な
ら
な
い
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
今
よ
り
ず
っ

と
人
権
を
知
り
、
考
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
。
一
人
ひ
と
り
が
、

や
さ
し
い
心
を
持
て
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
た
。

後藤先生墓（富の原一区　養生園東隣）

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

や
さ
し
い
心
を

泗
水
中
３
年　

宮
田
由
貴 ㉘

後ご

藤と
う

官か
ん

平ぺ
い（
実さ

ね

義よ
し

）

●プログラム
　9:00 ～ 9:20　マイバッグ音楽隊
　9:20 ～ 9:30　あいさつ・感謝状贈呈
　9:30 ～
　•泗水きれいな水と命を守る会（劇）
　•小学生による分別体験
　•ファイヤーフライファンタジー
　　（グランパワーヒノクニによるショー）
　10:30 ～ 13:00
　　フリータイム
　　（催し物がたくさんあります）
　12:00 ～ 13:00
　　リサイクル自転車の抽選会、
　　お楽しみ抽選会
●催　し　物
○体験コーナー
　•種子を使ったブローチ作り
　　（シードアート）
　•廃油石鹸作り
　•小枝・結束バンドを使った箸置き作り
○展示コーナー
　•リサイクルフロー掲示
　•太陽光発電（資料・パネル等）掲示
○その他
　•果物・野菜等の販売
　•フリーマケット

「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
」
へ
の

リ
ム
ジ
ン
バ
ス
・
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
試
験
走
行
を
行
い
ま
す

菊
池
管
内
環
境
フェア

菊池川の日スペシャル
　菊池市ほか８市町で構成する菊池川流域同盟の事業の
一環として、「菊池川の日」のイベントが開催されます。
　この事業は、流域の９市町による河川浄化を進め、流
域の連帯の強化と水の大切さを住民にアピールするため
に実施されているものです。
　今年は、テレビやラジオの司会、新聞・雑誌への執筆
など幅広く活躍し、芸能界きってのアウトドア派として
知られている清水國明さんの講演会が開催されます。
　市民の皆さんのご来場をお待ちしています。
と　き　10月７日（日）　開場・正午 /開演・午後１時
ところ　植木町生涯学習センター（植木町役場隣）
申し込み方法
　菊池市役所環境課、各総合支所民生課窓口にて入場整
理券を配布します。
入場整理券の配布は、９月３日（月）から開始します。
先着順なので、早めに申し込みください。
問い合わせ先
　環境課　または　菊池川流域同盟事務局
　（玉名市役所環境保健課）☎ 0968（75）1118

●午後１時 40分～
Viento 水物語ライブ
●午後２時 20分～
スローライフ実践者
「清水國明講演会」
借りてる地球の使い方
～この美しい森と川と湖を
守るために～
●同時開催展示コーナー
•廃油石鹸展示コーナー
•菊池川ふれあいコーナー
•EM発酵液づくり
　体験コーナー

阿蘇を拠点に活躍中の「Viento」

山鹿市↑

熊本市↓

ホームセンター
ロッキー

弓道場

五
霊
中
学
校

植木町役場 生涯学習
センター

JA鹿本
植木 P

P

P

●
ルウシィ

●
清水歯科
クリニック

３

第５回

第18回菊池川の日スペシャル

昨年の「菊池管内環境フェア」

芸
能
界
き
っ
て
の
ア
ウ
ト
ド
ア
派

　
　
　

清
水
國
明
が
や
っ
て
く
る
!!

芸
能
界
き
っ
て
の
ア
ウ
ト
ド
ア
派

　
　
　

清
水
國
明
が
や
っ
て
く
る
!!
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



と　

き

　

９
月
22
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

　

熊
本
県
農
業
公
園

　

カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
（
合
志
市
）

入
園
料　

３
０
０
円
（
カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
入
園
料
）

※
高
校
生
以
下
無
料
。

※
ペ
ッ
ト
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

催
し
物
（
雨
天
の
場
合
は
一
部
変
更

が
あ
り
ま
す
）

　

盲
導
犬
実
演
／
家
庭
犬
の
し
つ
け

実
演
／
牧
羊
犬
の
羊
追
い
実
演
／
慰

霊
祭
／
災
害
救
助
犬
実
演
／
ア
ジ
リ

テ
ィ
ー
実
演
／
長
老
犬
表
彰
／
健
康

し
つ
け
飼
育
相
談
／
○
×
ク
イ
ズ
／

動
物
も
の
ま
ね
コ
ン
テ
ス
ト
／
動
物

愛
護
図
画
表
彰
／
ふ
れ
あ
い
動
物
園

／
動
物
用
品
販
売
／
保
健
所
の
パ
ネ

ル
展
示
／
ふ
れ
あ
い
写
真
撮
影
／
菊

池
農
業
高
校
展
示
と
主
張
／
学
校
飼

育
動
物
活
動
展
示
／
九
州
東
海
大
学

展
示
／
犬
の
接
し
方
教
室
／
飼
い
主

と
犬
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
マ
ナ
ー
を

考
え
る
／
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

主　

催

•
熊
本
県
獣
医
師
会
菊
池
支
部

•
熊
本
県
菊
池
保
健
所

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

熊
本
県
菊
池
保
健
所

　
　
　
　

☎
（
25
）
４
１
３
５

農 地 相 談 日 を設けます

●
動
物
も
の
ま
ね
コ
ン
テ
ス
ト

　

参
加
者
募
集

　

動
物
の
な
き
声
や
動
作
な
ど
、

い
ろ
ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

豪
華
賞
品
が
あ
り
ま
す
。
ふ

る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
！

　

下
水
道
事
業
の
本
管
お
よ
び
公
共

ま
す
は
菊
池
市
で
設
置
し
ま
す
が
、

各
家
庭
か
ら
の
下
水
道
へ
の
接
続

（
個
人
負
担
）
を
行
わ
な
い
と
、
多

大
な
費
用
を
要
し
て
建
設
し
た
施
設

が
生
か
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
を
理
解
い
た
だ
き
、

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
改
修
や
新
築
な
ど
に
よ
る

家
庭
内
の
接
続
工
事
は
、
市
条
例
に

よ
り
菊
池
市
に
届
け
出
た
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
で
な
い
と
、
工

事
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
指
定
工
事
店
へ
の
施
工
依

頼
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
１　

業
者
の
人
が
家
に
来
て
、
宅

内
の
下
水
管
を
掃
除
し
た
方
が
い
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
業
者
の

人
に
清
掃
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま

す
か
？

Ａ　

悪
臭
や
下
水
管
の
詰
ま
り
が
あ

る
と
き
は
、
掃
除
し
た
方
が
良
い
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
市
が
業
者
に
指

示
し
て
個
人
宅
内
下
水
管
の
掃
除
を

依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
２　

宅
内
の
下
水
が
詰
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で

す
か
？

Ａ　

宅
地
（
敷
地
）
内
の
排
水
管
の

管
理
者
は
個
人
に
な
り
ま
す
。
排
水

設
備
指
定
工
事
店
へ
連
絡
し
、
対
応

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３　

な
ぜ
油
は
下
水
道
に
流
し
て

は
い
け
な
い
の
で
す
か
？

Ａ　

台
所
な
ど
か
ら
の
油
が
多
量
に

流
入
す
る
と
冷
え
て
固
ま
り
、
下
水

管
を
詰
ま
ら
せ
ま
す
。
ま
た
、
下
水

処
理
場
の
機
能
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
洗
い
物
以
外
の
て
ん
ぷ
ら
油

な
ど
は
下
水
道
へ
は
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

下
水
道
料
金
が
「
人
数
に
よ
る
定

額
制
」
の
家
庭
に
つ
い
て
は
、
人
数

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
早
急
に
下

水
道
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

へ
連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

連
絡
が
な
い
場
合
は
、
下
水
道
料

金
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

INFORMATION

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お

願
い
し
ま
す

下
水
道
Q
&
A

家
庭
の
人
数
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
早
急
に
連
絡
を

　

１
年
３
６
５
日
、
日
夜
休
み
な
く
働
き
続
け
る
下
水
道
に
、「
下
水
道
の
日
」
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

下
水
道
は
、
各
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
ト
イ
レ
や
台
所
な
ど
か
ら
の
汚
れ
た
水
を
、
安
全
無
害
の
き
れ
い
な
水
に
か

え
、
川
や
海
に
返
す
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
を
改
善
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
然
を
大
切
に
し
た
取
り

組
み
で
す
。

下
水
道 

水
も
地
球
も 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課

　

森
林
は
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環

境
の
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど

多
面
的
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
木
材
価
格
低
迷

な
ど
に
よ
る
林
業
不
況
の
中
で
森
林

整
備
の
推
進
が
停
滞
し
、
間
伐
な
ど

の
施
業
が
遅
れ
て
い
る
森
林
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
間
伐
を
推
進
し
、
健
全

な
森
林
の
維
持
造
成
と
林
業
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
菊
池
市

森
林
整
備
推
進
事
業
補
助
金
」
を
今

年
度
よ
り
創
設
し
ま
し
た
。

　

補
助
内
容
は
、
国
庫
補
助
事
業
で

実
施
す
る
間
伐
に
対
し
て
、
次
の
と

お
り
上
乗
せ
補
助
を
行
い
ま
す
。

補
助
率

•
切
捨
間
伐

　

標
準
事
業
費
の
20
％
以
内

•
搬
出
間
伐

　

標
準
事
業
費
の
10
％
以
内

　

事
業
内
容
の
詳
細
お
よ
び
森
林
整

備
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
次
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
林
政
係

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
や
、

伐
採
後
に
開
発
を
行
う
場
合
は
、
森

林
法
の
規
定
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め

県
や
市
へ
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

森
林
の
伐
採
や
開
発
を
計
画
し
て

い
る
人
は
、
次
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
林
政
係　

ま
た
は

　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局

　

林
務
課　

☎
（
25
）
２
３
４
７

森
林
整
備
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

「
菊
池
市
森
林
整
備
推
進
事
業

補
助
金
」
を
創
設
し
ま
し
た

森
林
の
伐
採
や
開
発
を
す
る
と

き
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

種類 規　模 伐　採 開　発

民
有
林

１ha以下
市への
届　出

市への
届　出

１haを
超える

県知事の
許　可

保
安
林

全て
県への
許可申請 
または
届出

原　則
不可能

　農地の売買や貸し借り、転用（宅地ほ
か）などについて、次のとおり相談日を
設けます。
　相談は、地元農業委員および農業委員
会職員がお受けします。どんなことでも
結構です。お気軽にご相談ください。
問い合わせ先　農業委員会

と　き ところ

９月４日（火） 午前 10時 
～午後４時

本庁 
農業委員会

９月５日（水） 〃 七城総合支所 
産業振興課

９月６日（木） 〃 旭志総合支所 
産業振興課

９月７日（金） 〃 泗水総合支所 
産業振興課

（予備日）
９月12日（水） 〃 本庁 

農業委員会

水元征雄氏を
 農業委員会委員に選任

　熊本県立農業大学校は、農業改良助長法（農林
水産省）に基づく農業者研修教育施設ですが、平
成 18年６月に学校教育法（文部科学省）に基づ
く専修学校としても認められました。このため本
校卒業生は、「専門士」（短期大学士、準学士と同
程度）の称号が受けられます。
　また、本年度より、推薦入学者選抜に「地域推
薦選抜」を設けました。高等学校をすでに卒業し
た人も、市町村長の推薦により出願できます。

募集定員
農学部（農産園芸学科・野菜学科・畜産学科）80人
受験料など
入学試験手数料　2,200 円
入学料　5,650 円
授業料　115,200 円／年
問い合わせ先
合志市栄 3805番地　熊本県立農業大学校教務課
☎ 096（248）1188
e-mail　nougyoudaigaku@pref.kumamoto.lg.jp

入学者選抜日程など
区　　分 願書受付期間 入学者選抜日時 合格発表 選抜方法 選抜場所

推薦入学者選抜 ９月 10日（月） 
〜

９月 18日（火）
10月４日（木） 10月 17日（水）

学力検査： 
国語総合（小作文含む） 
面接、提出書類 熊本県立 

農業大学校

高等学校推薦選抜
地域推薦選抜（新設）

一般入学者選抜
10月 29日（月） 

〜
11月５日（月）

11月 21日（水）12月５日（水）
学力検査： 
（国語総合、数学Ⅰ） 
面接、提出書類

平成20年度専修学校熊本県立農業大学校学生募集

昨年の動物愛護祭り

下水道イメージ
キャラクター
「スイスイくん」

第21回

〜
人
と
動
物
の
ふ
れ
あ
い
を
も
と
め
て
〜

〜
人
と
動
物
の
ふ
れ
あ
い
を
も
と
め
て
〜

　中山和幸委員（　　福本一）の辞任
に伴い空席となっていた菊池市農業委
員会委員に、水元征雄氏（　　上出田）
が選任され、７月 25日（水）に辞令が交付されました。
　水元委員は農業共済組合推薦の委員で、任期は平成
21年３月 21日までとなっています。
　今後ともよろしくお願いします。

○泗

○菊
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
々
の
有
す

る
技
能
を
一
定
の
基
準
で
検
定
し
、

国
と
し
て
証
明
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
国
家
検
定
制
度
は
、
技
能
に

対
す
る
社
会
一
般
の
評
価
を
高
め
、

働
く
人
々
の
技
能
と
地
位
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
職
業
能

力
開
発
促
進
法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ

て
お
り
、
確
か
な
技
能
の
証
と
し
て

各
職
場
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
熊
本
県
で
は
、
１
級
〜

３
級
の
区
分
に
応
じ
て
「
後
期
技
能

検
定
」
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
。

※
実
施
予
定
の
職
種
は
、
あ
ら
か
じ

め
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
験
申
請
受
付　

10
月
１
日
（
月
）

〜
10
月
12
日
（
金
）

実
技
試
験　

12
月
３
日
（
月
）
〜　

平
成
20
年
２
月
24
日
（
日
）

学
科
試
験　

平
成
20
年
１
月
27
日

（
日
）・
30
日
（
水
）、２
月
３
日
（
日
）・

10
日
（
日
）

合
格
発
表　

平
成
20
年
３
月
18
日

（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

技
能
検
定
課

　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
１
７
１
１

あ
な
た
の
技
能
を
証
明
し

ま
せ
ん
か

平
成
19
年
度 

技
能
検
定

参加者募集　今年も、竜門ダムウォークと七城
コスモスまつり（コスモスウォーク）
を同時開催します。
　秋の１日を家族や友人たちと満喫
してみませんか。市民の皆さんの参
加をお待ちしています。

竜門ダムウォーク
●きくち湯遊ツーデーウォーク１日目
と　き　10月 20日（土）
集合・受付場所
　竜門ダムエントランス広場
コース　
•ふるさとコース（20km）
　受　付　午前８時 30分
　出発式　午前９時 30分
　スタート　午前 10時 00分
•ふれあいコース（10km）
　受　付　午前８時 30分
　出発式　午前９時 30分
　スタート　午前 10時 20分
•湖畔コース（６km）
　受　付　午前８時 30分
　出発式　午前９時 30分　
　スタート　午前 10時 40分

七城ふるさとコスモスまつり（コスモスウォーク）
●前夜祭
と　き　10月 20日（土）午後６時～午後９時
ところ　菊池川河川敷七城リバーサイドパーク付近
駐車場　七城総合グラウンド、七城運動公園
※駐車場から会場まで、随時シャトルバスを運行
内　容
•午後６時～　コスモスライトアップ、夜市（七城の特産物など）
•午後６時 15分～　七城天守太鼓披露ほかステージ催し物
•午後８時 30分～　花火打上げ
●きくち湯遊ツーデーウォーク２日目
と　き　10月 21日（日）　※少雨決行
　　　　受付・午前８時 30分
　　　　出発式・午前９時 30分
スタート会場　七城総合グラウンド　　　　　　　　　　　　　　
　　　　コース　七城総合グラウンドをスタート・ゴールとする
　　　　河川敷特設コース
• 100万本コース（10km）午前 10時 00分スタート
• 50万本コース（５km）午前 10時 20分スタート

参加費　１人　１日参加　1,000 円、
２日間参加　2,000 円（保険、入浴券、
参加賞含む）
※ファミリー特典として、家族連れで参
加の場合、小学生以下は無料になりま
す。ただし、参加賞は、参加費を払わ
れた人数分だけ配布します。
申し込み方法
　申込書は、菊池市商工観光課、各総合
支所産業振興課、菊池夢美術館にありま
す。
　必要事項を記入の上、９月 28日（金）
までに菊池市商工観光課、各総合支所産
業振興課、菊池夢美術館に申し込んでく

ださい。郵送（９月 28日の消印有効）
でも可。
※参加料は、申込書添付の振込用紙（払
い込み手数料は自己負担）または、申
込みとご一緒に現金でお支払いくださ
い。
問い合わせ先
○菊池市七城ふるさとコスモスまつり実
行委員会（菊池市商工観光課内）
　☎（25）1111
○竜門ダムウォーク実行委員会・菊池観
光協会（菊池夢美術館内）
　☎（25）0513

共通事項

きくち湯遊ツーデーウォーク2007

昨年の花火大会

※両日とも特産品等があたる抽選会を実施します。

ゆう　ゆう

　
「
祭
孔
大
典
」
を
継
承
し
て
い
く

た
め
に
、
保
存
会
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

○
楽
生
（
中
国
古
来
の
楽
器
演
奏
）

　

24
人

○
舞
生
（
踊
り
）　

16
人

○
司
祭
官
、
祭
生
、
礼
生

　

18
人

応
募
資
格

○
泗
水
秋
ま
つ
り
で
祭
孔
大
典
を
披

露
す
る
た
め
に
、
一
定
期
間
練
習

が
で
き
る
人

○
年
齢　

18
歳
〜
55
歳

○
菊
池
市
在
住
お
よ
び
菊
池
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
人

練
習
期
間

　

平
成
20
年
７
月
〜
10
月

練
習
時
間　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

（
延
べ
練
習
時
間　

30
時
間
程
度
）

※
練
習
日
程
は
、
あ
く
ま
で
目
安
で

す
。
詳
細
は
、
保
存
会
員
で
協
議

し
て
決
定
し
ま
す
。

募
集
期
限　

平
成
19
年
10
月
10
日

（
水
）
ま
で

●
祭
孔
大
典
と
は

　
「
有
朋
の
里
泗
水
孔
子
公
園
」
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、「
泗
水
秋
ま

つ
り
」
が
10
月
下
旬
〜
11
月
中
旬
の

間
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
つ
り
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
「
祭
孔
大
典
」。

　

孔
子
の
遺
徳
を
偲
ぶ
た
め
、
中
国

曲
阜
市
に
あ
る
孔
廟
大
成
殿
で
毎
年

行
わ
れ
る
儀
式
を
孔
子
公
園
で
再
現

し
た
も
の
で
す
。
中
国
の
鮮
や
か
な

伝
統
衣
装
を
ま
と
っ
た
地
元
有
志
た

ち
が
厳
か
に
儀
式
に
臨
み
、舞
生（
ま

い
せ
い
）
に
扮
し
た
人
た
ち
が
、
中

国
古
来
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
優
雅
な

舞
を
披
露
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

商
工
観
光
課

　

使
用
済
み
農
薬
空
容
器
の
焼
却
・

廃
棄
は
違
法
で
す
。

　

次
の
日
程
で
、
農
業
用
プ
ラ
ボ
ト

ル
・
ア
ル
ミ
袋
・
紙
袋
の
回
収
を
行

い
ま
す
。

と　

き　

９
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

回
収
場
所

•
Ｊ
Ａ
菊
池
ア
グ
リ
ハ
ウ
ス
前

•
Ｊ
Ａ
菊
池
七
城
資
材
店
舗
前

•
Ｊ
Ａ
菊
池
旭
志
畜
産
セ
ン
タ
ー
前

•
Ｊ
Ａ
菊
池
泗
水
資
材
セ
ン
タ
ー
前

•
Ｊ
Ａ
菊
池
合
志
資
材
店
舗
前

•
Ｊ
Ａ
菊
池
西
合
志
資
材
店
舗
前

•
Ｊ
Ａ
菊
池
大
津
資
材
店
舗
前

•
Ｊ
Ａ
菊
池
菊
陽
資
材
店
舗
前

回
収
方
法

•
Ｊ
Ａ
指
定
の
回
収
袋
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

※
回
収
袋
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
の
記
入
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
回
収
袋
は
、
Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
窓
口

で
、
１
枚
１
０
５
円
に
て
販
売
し

て
い
ま
す
。

•
プ
ラ
ボ
ト
ル
の
洗
浄
、
紙
袋
の
残

量
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

•
プ
ラ
ボ
ト
ル
と
紙
、
ア
ル
ミ
袋
は

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

•
プ
ラ
ボ
ト
ル
は
ふ
た
を
は
ず
し
、

下
向
き
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
１
袋
に
15
本
程
度
入
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
農
政
係　

ま
た
は

　

Ｊ
Ａ
菊
池
各
中
央
支
所
営
農
課

　

消
防
法
で
は
、
一
定
の
防
火
対
象

物
に
つ
い
て
は
防
火
管
理
者
を
定
め

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
当
該

防
火
管
理
者
と
な
る
た
め
の
資
格
取

得
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

と　

き　

10
月
18
日
（
木
）
〜
10
月

19
日
（
金
）

　

両
日
と
も
、
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

と
こ
ろ　

合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

受
講
者
数　

定
員
70
人

受
講
料　

４
、０
０
０
円

受
付
期
間　

９
月
10
日
（
月
）

〜
９
月
14
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
９
６
（
２
３
２
）
０
３
３
４

農
薬
空
容
器
（
産
業
廃
棄

物
）
の
回
収
を
し
ま
す

平
成
19
年
度 

甲
種
防
火

管
理
資
格
取
得
講
習
会

問い合わせ先
熊本県土木部砂防課　　☎ 096（333）2553
熊本地方気象台技術課　☎ 096（352）0345

土砂災害警戒情報発表

熊本県

各種防災情報と合わせ、自主避難
の判断材料にしてください

共　同

熊本地方
気象台

祭
孔
大
典 　
保
存
会

会
員
募
集

農薬空容器（産業廃棄物）の回収に
ご協力ください

「土砂災害警戒情報」が始まりました「土砂災害警戒情報」が始まりました「土砂災害警戒情報」が始まりました
土 砂 災 害 か ら 生 命 を 守 る た め に !

土砂災害警戒情報とは？
　大雨警報発表中、さらに土砂災害の危険度が
高まった時、熊本県と熊本地方気象台が共同し
て市町村単位（※）で発表します。
※八代市・天草市・山都町は、東部・西部に分
　割して発表します。
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



　

自
然
界
は
、
植
物
、
動
物
お
よ
び

鉱
物
な
ど
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

人
間
も
、
そ
の
構
成
員
の
ひ
と
つ

で
、
皆
さ
ん
の
五
感
を
最
大
限
に
生

か
し
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
通
じ

て
、
ち
ょ
っ
と
の
間
、
植
物
や
動

物
た
ち
と
一
対
と
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
き
っ
と
、
素
晴
ら
し
い
感
動
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

と　

き　

９
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

集
合
場
所

　

菊
池
市
袈
裟
尾
４
４
５
‐
12

　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
25
）
５
６
０
０

内　

容　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

募
集
対
象　

小
学
生
（
家
族
の
参
加

可
能
）
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

応
募
方
法　

９
月
５
日
（
水
）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
可
能
。

持
っ
て
く
る
も
の　

水
筒
、
タ
オ
ル
、

帽
子
、
軍
手
な
ど

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
旭
志
伊
坂
５
３
４
‐
１

　

菊
池
森
林
組
合
（
原
山
）

　

☎
（
37
）
３
５
０
０

　

Fax
（
37
）
３
１
８
０

第33回チーム対抗のど自慢大会 参加チーム募集第33回チーム対抗のど自慢大会 参加チーム募集

わ
な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
う
え
、
適
正
な
採
用
選
考
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
就
職
支
援
部
門

　

☎
（
24
）
８
６
０
９

　

財
団
法
人
労
災
保
険
情
報
セ
ン

タ
ー
（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
）
で
は
、
厚
生
労

働
省
の
委
託
を
受
け
て
、
労
災
医
療
、

労
災
補
償
な
ど
の
労
災
保
険
制
度
全

般
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
）
財
団
法
人
労
災
保
険
情

報
セ
ン
タ
ー
熊
本
事
務
所

　

〒
８
６
０
‐
０
８
０
６

　

熊
本
市
花
畑
町
１
‐
７

　

Ｍ
Ｙ
熊
本
ビ
ル

　

☎
０
９
６
（
３
５
９
）
８
１
８
１

　

Fax
０
９
６
（
３
５
９
）
８
１
９
３

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
（
３
５
９
）
８
１
８

　

相
談
用
ｅ
‐
メ
ー
ル

　

z4
3
-ku
m
a
m
o
to
@
ro
u
sa
i-

　

ric
.o
r.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
h
ttp
://w

w
w
.ro
u
sa
i-ric
.

　

o
r.jp

●
青
年
海
外
協
力
隊
と
は

　

開
発
途
上
国
の
人
々
の
た
め
に
自

分
の
持
っ
て
い
る
技
術
や
経
験
を
活

か
し
た
い
と
望
む
青
年
を
、
独
立
行

政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

が
派
遣
し
、
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
で
す
。
派
遣
期
間
は
原
則
２

年
間
で
、
満
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の

日
本
国
籍
を
持
つ
人
が
参
加
で
き
ま

す
。

　

現
在
も
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な

ど
約
80
カ
国
に
て
、
農
林
水
産
・
加

工
・
保
守
操
作
・
土
木
建
築
・
保
守

衛
生
・
教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
計

画
行
政
部
門
の
１
２
０
を
超
え
る

様
々
な
職
種
で
、
約
２
、３
０
０
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。

●
募
集
説
明
会

と　

き　

10
月
10
日
（
水
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　

２
階
大
研
修
室

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本
（
吉
田
）

☎
・
Fax

０
９
６
（
３
５
９
）
２
１
３
０

e
-m
a
il　
jic
a
d
p
d
-d
e
sk-

ku
m
a
m
o
to
sh
i@
jic
a
.g
o
.jp

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.jic
a
.g
o
.jp

　

熊
本
労
働
局
お
よ
び
熊
本
県
の
関

係
機
関
で
構
成
す
る
「
適
正
な
採
用

選
考
推
進
協
議
会
」
で
は
、
憲
法
が

保
障
す
る
「
職
業
選
択
の
自
由
」
を

確
保
す
る
た
め
に
、
企
業
お
よ
び
行

政
な
ど
に
対
し
て
応
募
者
の
適
性
と

能
力
に
基
づ
い
た
正
し
い
採
用
選
考

を
実
施
す
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
で
も
、
こ
の

趣
旨
に
基
づ
き
就
職
差
別
を
未
然
に

防
止
す
る
観
点
か
ら
、
採
用
選
考
時

に
、
応
募
者
の
家
族
状
況
を
調
べ
る

な
ど
の
身
元
調
査
な
ど
は
絶
対
に
行

　今年も皆さんお待ちの、チーム対抗のど自慢大
会の季節となりました。この大会も 33回目を向
かえ、毎年様々なパフォーマンスを各チーム披露
していただいています。
　また、昨年から開催場所を市民広場の特設会場
に移し大好評を頂いています。
　皆さんの応募をお待ちしています。

「生涯スポーツの推進・明るく豊かで生きがい
ある生活」を目指して、スポーツ教室を開催
します。市民の皆さんの参加をお待ちしてい
ます。

受講料　3,000 円／１教室（開講式時に徴収）
保険料含む
申し込み方法　社会体育課または教育課（旭志分
室・七城分室・泗水分室）に直接申し込んでくだ
さい。
※申し込み多数の場合は抽選になります。
申し込み期限　９月 14日（金）期限厳守
注意事項
１） 小中学生の参加は、保護者が同伴し責任を

持って送迎をお願いします。
２）申込者は締め切り後、開講式への案内を送付
します。

３）ボウリング教室参加者は会場使用料など、別
途料金（12,000 円）が必要です。

４）途中でやめても、受講料の返還はできません。
主　催　菊池市教育委員会
問い合わせ先　社会体育課

　阿蘇くまもと空港発着の熊本～ソウル線を往復
で利用すると、阿蘇くまもと空港国際線振興協議
会の助成制度が利用できます。
①ビジネス交流促進助成事業
•県内に事業所などを置く企業などが新たに韓国
の企業などとの間で商談などを行う場合に、そ
の渡航費用の一部を助成します。
•助成額は、１人当たり 6,000 円で、１団体当
たり年３回、１回当たり３人までです。
②団体利用促進事業
• 10人以上の団体、当該年度１回に限ります。
•助成額は、１人当たり 4,000 円で、１団体当
たり助成上限額は 30万円です。
※その他、修学旅行助成事業、スポーツ・文化交
流助成事業などがあります。
※各事業とも、予算額を超える申し込みがあった
場合は、先着順となります。

熊本　⇒　ソウル ソウル　⇒　熊本

運航曜日 熊本発 ソウル着 運航曜日 ソウル着 熊本発

月　　曜 17:40 19:20 月　　曜 15:10 16:40

木曜・土曜 12:20 14:00 木曜・土曜  9:50 11:20

問い合わせ先
 阿蘇くまもと空港国際線振興協議会
（事務局 :熊本県交通対策総室）☎ 096（333)2165

教室名 講師名 日程 時間 対象者 場所 内容など

ヨガ教室 
（パワーヨガ）

文部科学省認定
生涯学習インス
トラクター講師
古田幸江

毎週月曜日
９月 24日
〜

11月 26日

19:30
〜
21:00
全 10回

一般成人男女
定員 25人程度

菊池市
勤労青少年
ホーム（和室）

心の柔軟性を養う 
基礎代謝のアップ・バ
ランス調整
パワーヨガ（脂肪燃焼）

ヨガ教室 
（セラピー
　　　ヨガ）

日本ヨーガ
ニケタン所属
ヨーガ・セラ
ピスト講師　
富岡楓實代

毎週金曜日
９月 21日
〜

11月 23日

14:00
〜
15:30
全 10回

一般成人男女
定員 25人程度

菊池市
勤労青少年
ホーム（和室）

ストレス解消のために 
自立神経系統に効果 
セラピーヨガ（ゆっく
りやさしく）

ボウリング 
教室

山鹿ボウリン
グセンター
職員

毎週水曜日
９月 26日
〜

11月 21日

19:30
〜
21:00
全 10回

小学生以上
定員 20人程度

山鹿
ボウリング
センター

初心者向けコース
ストレス発散のために 
（ボウリングシュース
必要・貸靴有）

ウォーキング 
教室

パル・フィッ
トシステム
健康運動指
導士指導員 
古賀真澄

毎週金曜日
９月 21日
〜

12月 14日

14:00
〜
15:30
全 10回

一般成人男女
（運動の制限を受
けていない人）
定員 30人

菊池市
総合体育館
（サブアリーナ）

日頃の運動不足を解消
したい人 
肥満傾向で運動習慣を
身につけて適正体重に
近づきたい人

と　き　10月 13日（土）午後２時～午後９時 30分
※今年から日時の変更をしていますので、お間違えのな
いようにお願いします。
ところ　菊池市民広場（雨天時は体育センター）
その他　１チーム３曲となっています
参加締切　９月 10日（月）先着順
問い合わせ先　菊池市商工会（奈田・宇佐川）
　　　　　　　☎（25）1131

菊池北中学校吹奏楽部
第８回定期演奏会

アシアナ航空の運航ダイヤ～ソウルまでわずか 95分！～

熊 本 ～ソウル 線 を利 用して

お隣の韓国へ行こう!
平成19年度

菊池市生涯スポーツ教室
受講者募集

と　き　10月７日（日）午後２時開演
　　　　※入場無料
ところ　菊池市文化会館大ホール

演奏曲
　NHK大河ドラマ「風林火山」のテーマ、ディ
スコキッド、チャップリンの肖像、歌劇「サルタ
ン皇帝の物語」より３つの奇蹟、レッツスイング、
パイレーツ・オブ・カリビアン、心に残るあの曲
メドレー、SMAP特集など
主　催　菊池北中学校吹奏楽部・同後援会
後　援　菊池市教育委員会、熊本県吹奏楽連盟、
熊本マーチングバンド協会、TKU、RKK、熊本
日日新聞社
　どなたでも楽しめるプログラムです。皆さんの
ご来場をお待ちしています。
問い合わせ先　菊池北中学校吹奏楽部
　　　　　　　顧問・西田　☎（25）2041

「
あ
な
た
の
夢
を
、世
界
の
力
に
」

青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集
説
明
会

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

「
適
正
な
採
用
選
考
を
」

悩
む
前
に
、
ま
ず
相
談
！

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
自

然
と
一
対
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か

〜
キ
ッ
ド
自
然
探
検
教
室
〜
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



自衛官募集案内

学
習
テ
ー
マ　

簿
記
基
礎
講
座

対
象
者　

一
般
市
民

募
集
人
員　

20
人

※
20
人
に
な
り
次
第
募
集
を
締
め
切

り
ま
す
。

実
施
期
間　

10
日
間

※
10
月
15
日
〜
10
月
26
日
の
毎
週
月

曜
〜
金
曜
（
一
部
変
更
の
場
合
も

あ
り
ま
す
）。

実
施
時
間　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

実
施
場
所

　

菊
池
高
校
特
別
棟
計
算
事
務
室

受
講
費
用　

１
人　

６
６
０
円

※
簿
記
の
テ
キ
ス
ト
代
で
す
。
計
算

用
具
（
電
卓
な
ど
）
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
、

電
話
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
「
県

立
学
校
等
開
放
講
座
受
講
希
望
」
と

明
記
し
、
熊
本
県
立
菊
池
高
等
学
校

宛
て
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　

〒
８
６
１
‐
１
３
３
１

　

菊
池
市
隈
府
１
３
３
２
‐
１

　

菊
池
高
校
開
放
講
座
担
当
者　

宛

※
返
信
は
が
き
で
、
受
講
の
可
否
、

開
講
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
受
講
費
用
は
開
講
日
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

　

９
月
４
日（
火
）〜
９
月
18
日（
火
）

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
立
菊
池
高

校
（
村
上
）
☎
（
25
）
３
１
７
５

　

熊
本
の
水
は
安
全
で
豊
富
だ
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
で

汚
染
や
枯
渇
が
進
み
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
約
20
年
間
に
わ
た
っ
て
県

内
約
１
、３
０
０
カ
所
の
湧
泉
の
調

査
・
研
究
を
行
っ
た
結
果
を
も
と
に
、

熊
本
の
水
環
境
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

実
施
日
な
ど　

９
月
29
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
熊
本
電
波
高
専
に
集
合
し
、
貸
切

バ
ス
で
南
阿
蘇
村
・
蘇
陽
町
方
面

に
移
動
し
講
義
・
現
地
視
察
を
し

ま
す
。

※
今
回
は
５
０
０
m
の
坂
や
60
段
程

の
階
段
を
登
る
所
が
あ
り
ま
す
。

担
当
講
師　

古
江
研
也
（
熊
本
電
波

高
専
教
授
）、
松
上　

優
（
同
講
師
）、

田
中
浩
二
（
同
名
誉
教
授
）

参
加
料　

無
料

参
加
対
象　

18
歳
以
上

（
高
校
生
は
除
く
）
の
人

募
集
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

９
月
３
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　

９
月
21
日
（
金
）

申
し
込
み
方
法　

参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
８
６
１
‐
１
１
０
２

　

合
志
市
須
屋
２
６
５
９
‐
２

熊
本
電
波
高
専
地
域
振
興
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
６
４
３
３

　

Fax
０
９
６
（
２
４
２
）
５
５
０
３

　

人
間
関
係
に
つ
い
て
、
家
庭
・
学

校
を
中
心
と
し
た
内
容
で
開
講
し
ま

す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　

き　

９
月
22
日
（
土
）
〜
10
月

20
日
（
土
）
の
毎
週
土
曜
日
、
午
前

９
時
30
分
〜
午
前
10
時
50
分
、
午
前

11
時
〜
午
後
０
時
20
分

と
こ
ろ　

尚
絅
大
学

　
　
　
　

楡
木
キ
ャ
ン
パ
ス

回　

数　

80
分
２
コ
マ

５
回
シ
リ
ー
ズ
、
計
10
コ
マ

講
義
題
目
・
講
師

○
９
月
22
日
（
土
）
開
講
式
、
快
適

な
人
間
関
係
の
秘
訣
（
中
村
幸
士

郎
）、
師
と
し
て
の
孔
子
（
加
藤

　

聰
）

○
９
月
29
日
（
土
）
言
葉
と
人
間
関

係
（
畠
山
真
一
）、
ド
ラ
イ
サ
ー

が
描
い
た
社
会
と
人
間
（
田
口
誠

一
）

○
10
月
６
日
（
土
）
図
書
・
情
報
検

索
の
基
本
（
田
畑
秀
将
）、
家
庭

で
パ
ソ
コ
ン
を
楽
し
も
う
（
釜
賀

誠
一
）

○
10
月
13
日
（
土
）「
雨
月
物
語
」

「
菊
花
の
約
（
ち
ぎ
り
）」
に
お
け

る
母
の
教
育
（
中
村
正
市
）、
ア

メ
リ
カ
人
の
目
か
ら
見
た
日
本

（
ジ
ョ
シ
ュ
・
ノ
ー
マ
ン
）

○
10
月
20
日
（
土
）
人
格
教
育
の
す

す
め
（
吉
田　

誠
）、「
星
の
王
子

様
」（
荒
尾
恭
子
）、
閉
講
式

対　

象　

高
校
生
以
上

受
講
料
（
全
日
程
・
資
料
代
含
む
）

○
高
校
生
・
大
学
生　

５
０
０
円

　
（
本
学
園
在
校
生
は
無
料
）

○
一
般　

２
、０
０
０
円

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
に

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
と
性
別
、

郵
便
番
号
・
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、９
月
14
日（
金
）ま
で
に（
必

着
）
左
記
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
受
講
券
を
送
付
し
ま
す
。

※
個
人
に
関
す
る
情
報
は
、
公
開
講

座
に
関
し
て
の
み
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

〒
８
６
１
‐
８
５
３
８

　

熊
本
市
楡
木
６
‐
５
‐
１

　

尚
絅
大
学
文
化
言
語
学
部

　

公
開
講
座
係

　

☎
０
９
６
（
３
３
８
）
８
８
４
０

　

菊
池
地
区
交
通
安
全
協
会
と
近
隣

３
地
区
の
交
通
安
全
協
会
な
ど
と
共

催
で
、
高
齢
者
の
自
転
車
事
故
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
転
車
競

技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
自
転
車
の
交
通

ル
ー
ル
や
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を

再
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

元
気
で
自
転
車
を
利
用
し
て
い
る

人
は
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
13
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
50
分
予
定

と
こ
ろ　

山
鹿
市
鹿
央
公
民
館
（
山

鹿
市
鹿
央
町
広
２
３
０
番
地
）

※
菊
池
警
察
署
集
合
の
上
、
会
場
へ

出
発

応
募
資
格　

65
歳
以
上
の
人

募
集
人
員　

15
人
程
度
（
先
着
順
）

応
募
締
切　

９
月
20
日
（
木
）

申
込
方
法　

電
話
に
よ
る
申
し
込
み

主　

催　
（
財
）
熊
本
県
交
通
安
全

協
会
・
玉
名
地
区
交
通
安
全
協
会
・

荒
尾
地
区
交
通
安
全
協
会
・
山
鹿
地

区
交
通
安
全
協
会
・
菊
池
地
区
交
通

安
全
協
会

後　

援　

熊
本
県
警
察
本
部

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

　
（
菊
池
警
察
署
内
）

　

☎
（
24
）
２
１
６
１

平
成
19
年
度
県
立
学
校
等
開

放
講
座　
　
　

受
講
生
募
集

市
民
向
け
教
養
講
座

「
阿
蘇
の
神
話
と
湧
泉
巡
り
」

〜
南
阿
蘇
・
蘇
陽
〜

尚
絅
大
学
文
化
言
語
学
部

公
開
講
座

●入札（開札）日：７月11日（水）　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室

件　名
工　事
 （履行）
場　所

予定価格（税込・円）
落札者 指　名

業者数
事　業
担当課落札額（税込・円）

平成 19年度桜山地区
（749・753・769・773・
775‐1 ･ 782‐2 ･ 783 ･
785‐1 ･ 785‐2）築造工事

泗水町
永

29,007,000 
㈱トーカイ 11 下水道課

28,119,000 

平成 19年度西寺
（7027～ 7032‐2 ･ 7104 ･
7106 ･ 7108 ･ 7109 ･
7111～ 7116 ･ 7118 ･
7119 ･ 7125）築造工事

野間口
36,748,000 

㈱栄光建設 10 下水道課
35,175,000 

●入札（開札）日：７月24日（火）　入札（開札）場所：菊池市中央公民館

菊池市都市計画マスター
プラン等策定業務委託 菊池市

23,377,000 ㈱パスコ
熊本支店 ９ 都市

整備課18,900,000 

●入札（開札）日：７月26日（木）　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室
平成19年度桜山地区
（867 ･ 885～ 889 ･ 914
～ 916 ･ 918）築造工事

泗水町
永

34,157,000 
㈱荒木重機 10 下水道課

32,970,000 

平成 19年度菊池市
下水道台帳作成業務委託 菊池市

28,320,000 ㈱パスコ
熊本支店 12 下水道課

20,979,000 

※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前８時30分～午後５時）できま
す。

※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

公共事業入札の公表
応募要領

募集種目 受付期間 試験日 受験資格

航空学生（海上・航空） ９月７日（金）まで
１次：９月 22日（土）
２次：10月 13日（土）～ 18日（木）
３次：11月 11日（日）～ 12月７日（金）

高卒（見込含）
21歳未満の者

一般曹候補生（陸上・海上・航空） ９月７日（金）まで １次：9月 17日（月）
２次：10月５日（金）～ 12日（金）

18歳以上
27歳未満の者

２等
陸・海・空士

平成 20年
３・４月採用

男子 ９月７日（金）まで 筆記試験　9月 17日（月）
口述・身体検査　９月16日（日）～27日（木）18歳以上

27歳未満の者
女子 ９月７日（金）まで 筆記試験、口述試験　9月 24日（月）

身体検査　９月 25日（火）

防衛大学校学生（一般）
９月７日（金）

〜
９月 28日（金）

１次：11月 10日（土）・11日（日）
２次：12月 11日（火）～ 14日（金）

高卒（見込含）
21歳未満の者
（自衛官は 23 歳
未満）

防衛大学校学生（推薦）
９月５日（水）

〜
９月７日（金）

９月 23日（日）･ 24日（月）
高卒（見込含）
21歳未満の者
（学校長の推薦必
要）

防衛医科大学校学生 ９月７日（金）～
　９月 28日（金）

１次：11月３日（土）・４日（日）
２次：12月５日（水）～７日（金）

高卒（見込含）
21歳未満の者

看護学生 ９月７日（金）～
　９月 28日（金）

１次：10月 14日（日）
２次：11月 17日（土）・18日（日）

高卒（見込含）
24歳未満の者

問い合わせ・申し込み先　自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所　☎（24）2772

「
高
齢
者
の
自
転
車
競
技
大
会
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

　９月 21日（金）から９月 30日（日）までは、
秋の全国交通安全運動期間です。
　この運動は、広く市民に交通安全思想の普及・
浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マ
ナーの実践を習慣付けるとともに、市民自身によ
る道路交通環境の改善に向けた取り組みを推進す
ることにより、交通事故防止の徹底を図ることを
目的としています。
　市民一人ひとりが交通ルールを守り、交通安全
に努めましょう。推進項目は次のとおりです。
運動の基本　高齢者の交通事故防止
重点目標
○飲酒運転の根絶
○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通
事故防止
○後部座席を含むシートベルトとチャイルドシー
トの正しい着用の徹底
問い合わせ先　安全対策課

　平成 19年 10 月１日現在で就業構造基本調査を
実施します。
　この調査は、全国から抽出された世帯の 15歳以
上の人たちを対象に、普段の生活状況や就業に関す
る希望などを調査します。
　調査結果からは、若者、高齢者や女性の多様化す
る就業状況などに関する
詳しい状況が明らかにな
り、国や市町村の雇用政
策など各種行政施策を立
案する際の基礎資料とな
ります。
　調査の対象となる世帯
には、統計調査員証を携
帯した調査員がお伺いし
ますのでご協力をお願い
します。
問い合わせ先
　情報企画課統計調査係

就業構造基本調査にご協力を秋の全国交通安全運動が
始まります

秋の全国交通安全運動が
始まります
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111
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菊
池
本
所

北　

宮　
　

渡わ
た
な
べ邉

新し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

（
亡
母　
　
　
　

ス
ミ
エ　

96
歳
）

植
古
閑　
　

田た

な

か中　

栄え
い
し
ん伸

（
亡
妻　
　
　
　
　

俊と

し

こ子　

64
歳
）

上
西
寺　
　

松ま
つ
お
か岡　

郁い

く

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

大
ま
さ
る　

87
歳
）

上
西
寺　
　

中な
か
が
わ川　

敏と

し

お夫

（
亡
妻　
　
　
　

ミ
ヨ
子こ　

74
歳
）

生　

味　
　

中な

か

お尾　
　

堅
か
た
し

（
亡
妻　
　
　
　

ア
キ
子こ　

79
歳
）

亘　
　
　
　

藤ふ
じ
も
と本　

秀ひ
で
あ
き明

（
亡
母　
　
　
　

チ
ズ
子こ　

86
歳
）

玉
名
市　
　

松ま
つ
な
が永
日ひ

で

あ

き

出
明

（
亡
母　
　
　
　

テ
ル
コ　

92
歳
）

上
西
寺　
　

髙た
か
む
ね宗　

芳よ

し

え江

（
亡
母　
　
　
　

ク
ニ
コ　

88
歳
）

高
野
瀬　
　

小お

が

わ川　

初は

つ

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

清き
よ
た
か髙　

81
歳
）

玉
祥
寺　
　

菊き
く
が
わ川　

節せ

つ

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

初は

つ

き喜　

76
歳
）

玉
祥
寺　
　

三み

ま

き牧　

計け
い
す
け介

（
亡
妻　
　
　
　
　

悦え

つ

こ子　

74
歳
）

横　

町　
　

大お
お
つ
か塚

喜き

よ

こ

代
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

正し
ょ
う
き
ち吉　

89
歳
）

道　

園　
　

池い

け

だ田　

春は

る

お生

（
亡
父　
　
　
　
　
　

務
つ
と
む　

74
歳
）

村　

田　
　

菊き
く
が
わ川　

英ひ

で

み美

（
亡
母　
　
　
　
　

哲て

つ

こ子　

97
歳
）

野
間
口　
　

野の

ぐ

ち口　

和か

ず

み美

（
亡
夫　
　
　
　
　

為た
め
あ
き昭　

80
歳
）

下
赤
星　
　

赤あ
か
ほ
し星　

啓け
い
ゆ
う雄

（
亡
母　
　
　
　
　

さ
ち　

84
歳
）

合
志
市　
　

荒あ

ら

き木　

義よ
し
ひ
ろ弘

（
亡
母　
　
　
　

ト
シ
エ　

87
歳
）

稗　

方　
　

中な
か
が
わ川　

忠た

だ

お雄

（
亡
父　
　
　
　
　

稚よ
し
あ
き彬　

79
歳
）

熊
本
市　
　

宗そ
う　

美み

さ

こ

紗
子

（
亡
姉　
　
　
　
　

ト
ク　

90
歳
）

９
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

　本紙に掲載中の「ハッピー・バー
スデー」では、平成 20年３月ま
でに誕生日を迎える３歳までの子
どもさんの写真を募集していま
す。随時募集していますが、誕生
月の掲載になりますので、誕生月
の前月 10 日（10 日が休日の場
合は前日）を締切日とします。
　掲載を希望する人は、写真にコ
メントを添えて、菊池市役所本庁
または各総合支所の広報担当まで
申し込んでください（写真は後日
持参でも可）。

心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

　

６
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

　

13
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

20
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　

27
日
（
木
）
旭
志
老
人
憩
の
家

　

10
月
４
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

法
律
相
談
（
要
予
約
。
早
め
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

日
程
・
場
所

　

13
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

10
月
４
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

対 

応　

弁
護
士
・
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
老
人
憩
の
家
）

☎
（
37
）
３
７
０
８

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

防犯の窓防犯の窓防犯の窓シリーズ 2828
警察安全相談の日
　毎年９月 11日は「警察安全相談の日」に設定し、
皆さんの相談利用促進を図っています。
　困りごとの相談は、警察署や交番で受理します。
また、面接でも、電話（24-0110）でも受け付けます。
○親切、丁寧に相談を伺い、適切な回答に心がけま
す。
○警察相談専用電話は電話機右下の「＃（シャープ）」
を押して、「9110」です。
○緊急通報の事故・事件以外の相談電話などは、
110番を利用しないでください。
○「♯ 9110」は携帯電話、PHSからも利用でき
ますが、ダイヤル回線、一部の IP 電話からは利
用できません。
○皆さんのプライバシーの保護に留意し、漏洩はあ
りません。
○熊本市草葉町の県消費生活センター
　（☎ 096-354-4835）でも同様に相談を受理しま
す。

〈警察相談スローガン〉
　「知っていますか？警察相談　♯ 9110」
　電話でも結構です。まず相談をしてください。
問い合わせ先　菊池警察署生活安全係
　　　　　　　☎（24）0110

　菊池警察署管内では、最近盗難が増加しています。
　自転車、単車、車、自宅のカギ掛けを行い、犯罪被
害を予防しましよう。不審と思ったら110番通報を！

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

香
典
返
し７

月
31
日
（
火
）
現
在

七
城
支
所

上
水
次　
　

神か

み

お尾　

松ま

つ

よ代

（
亡
夫　
　
　
　
　

幸こ
う
い
ち一　

69
歳
）

岩　

瀬　
　

岩い
わ
さ
き崎　

照て

る

よ代

（
亡
夫　
　
　
　
　

清き
よ
つ
ぐ継　

81
歳
）

本　

村　
　

田た

し

ろ代　

正ま

さ

お男

（
亡
母　
　
　
　

ア
キ
エ　

92
歳
）

間　

所　
　

服は
っ
と
り部
キ
ヨ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

秀ひ

で

お雄　

82
歳
）

元　

村　
　

木き

む

ら村　

博ひ
ろ
お
み臣

（
亡
子　
　
　
　
　

佳か

お

り

緒
里
26
歳
）

流　

川　
　

坂さ
か
も
と本
チ
ズ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

健け

ん

ご吾　

79
歳
）

新
古
閑　
　

佐さ

っ

さ々　

国く

に

お男

（
亡
母　
　
　
　

ミ
ツ
ヲ　

86
歳
）

旭
志
支
所

津　

留　
　

森も
り　

　

保や

す

し士

（
亡
母　
　
　
　

ヨ
シ
コ　

96
歳
）

伊　

萩　
　

渡わ
た
な
べ邉　

耕こ
う
い
ち一

（
亡
父　
　
　
　
　

畯し
ゅ
ん
き喜　

82
歳
）

姫　

井　
　

水み
ず
か
み上　

順じ
ゅ
ん
す
け助

（
亡
母　
　
　
　

マ
ス
コ　

92
歳
）

泗
水
支
所

井
戸
方　
　

牛う

し

お尾　

明あ

き

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

健け

ん

じ次　

51
歳
）

富　
　
　
　

内な
い
と
う藤　

和か

ず

こ子

（
亡
母　
　

松ま
つ
も
と本　

　

静し
ず　

91
歳
）

富
の
原
西　

坂さ
か
も
と元　

　

伸し
ん

（
亡
父　
　
　
　
　

寛ひ
ろ
た
か山　

76
歳
）

富
の
原
北　

坂さ
か
も
と本　

砂す

な

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

龍り
ゅ
う
ぞ
う蔵　

96
歳
）

H16年
9月28日
生まれ松

まつうら

浦 真
まこと

くん
（３歳 　 立石）
父・健さん　母・清美さん

な
が
〜
い
、

な
が
〜
い
電
車
、

だ
ぁ
〜
い
す
き
!! H18年

9月8日
生まれ平

ひらかわ

川諒
りょうま

真くん
（１歳 　 亘）
父・達也さん　母・喜美代さん

カ
ー
テ
ン
で「
い
な
い

い
な
い
ば
あ
」遊
び
が

大
好
き
っ
♪

H17年
9月28日
生まれ松

まつなが

永唯
ゆい な

奈ちゃん
（２歳 　 福本一）
父・省一さん　母・里佳さん

れ
な
姉
、え
み
り
姉
、

た
く
さ
ん

遊
ん
で
ね
♥

H17年
9月22日
生まれ坂

さかもと

本華
かれ ん

恋ちゃん
（２歳 　 川上）
父・健誠さん　母・真由美さん

ド
ラ
イ
ブ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と

ダ
ン
ス
が
大
好
き
で
す
♥ H16年

9月24日
生まれ小

お だ

田悠
ゆうせい

晴くん
（３歳 　 高野瀬）
父・和章さん　母・和恵さん

さ
く
ら
保
育
園
の
お
友

だ
ち
、い
つ
も
仲
良
く
し

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。 H18年

9月29日
生まれ前

まえだ

田侑
ゆう ほ

穂ちゃん
（１歳 　 南古閑）
父・和幸さん　母・文恵さん

パ
パ
だ
い
ち
ゅ
き
♥

H18年
9月18日
生まれ松

まつなが

永龍
りゅうしん

信くん
（１歳 　 玉祥寺）
父・伸護さん　母・瑠奈さん

た
い
が
・
し
ょ
う
だ
い
、

い
っ
ぱ
い

あ
そ
う
ぼ
う
ね
。

H17年
9月15日
生まれ赤

あかほし

星勇
はや と

斗くん
（２歳 　 伊野）
父・栄一さん　母・美穂さん

パ
パ
だ
〜
い
ス
キ
♥

H17年
9月24日
生まれ坂

さかもと

本千
ち は な

花菜ちゃん
（２歳 　 高永）
父・啓治さん　母・しのぶさん

じ
ー
じ
ー
、

ば
ー
ば
ー
、

大
好
き
!! H18年

9月6日
生まれ高

たかもと

本あいちゃん
（１歳 　 片角）
父・岳志さん　母・由加理さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、早
く

元
気
に
な
っ
て
ね
!!H18年

9月11日
生まれ吉

よしおか

岡蒼
そ う

生くん
（１歳 　 富の原中央）
父・悦二郎さん　母・結加里さん

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

大
き
く
な
る
ぞ
！

H16年
9月9日
生まれ實

さねだ

田藍
あい と

斗くん
（３歳 　 富）
父・博司さん　母・亜希さん

ボ
ウ
ケ
ン
レ
ッ
ド
に

変
身
だ
〜
。

上
うえだ

田義
よしみつ

光くん
（３歳 　 大迫）

ぼ
く
は
電
王
が

大
好
き
で
す
。

H18年
9月13日
生まれ野

のじり

尻優
ゆ め

芽ちゃん
（１歳 　 久米二）
父・和輝さん　母・尚子さん

り
ゅ
う
に
い
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
♥

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療
情報センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

９月２日

みやの小児科（小・内） 合志市 096（248）5800
たぶち内科循環器科
（循・内・小・神内・呼・心内） 菊陽町 096（233）3588

岩根胃腸科外科医院
（外・胃） 菊池市 （25）4230

ちが産婦人科医院（産・婦）菊陽町 096（232）9131

林田歯科医院 合志市 096（248）5088

９月９日

よしもと小児科（小・内・アレ） 菊陽町 096（233）2520

東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939

川口病院（外・整・内） 菊池市 （25）2230

池田クリニック（泌） 合志市 096（248）8600

もみじ歯科医院 菊池市 （23）6800

９月 16日

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633

本多医院（内） 菊陽町 096（232）2021

田中医院（胃・内・外） 菊池市 （38）7070

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

浜坂歯科医院 合志市 096（242）4200

９月 17日

古川医院（内・外・小・耳）菊陽町 096（232）1566
たしろクリニック（胃・消・内・
リハ・アレルギー・こう門） 大津町 096（340）3220

後藤整形外科医院（整・リハ）菊池市 （25）2906

菊南皮ふ科医院（皮） 合志市 096（345）0107

９月 23日

ふじおか内科
（内・消・循・小） 菊陽町 096（232）7550

馬場医院（内・外・整） 大津町 096（293）2358
柴田整形外科（整・リハ・内）合志市 096（346）5500
岡山眼科（眼） 菊池市 （25）2209
小山歯科医院 菊池市 （25）2034

９月 24日

武蔵しもむら医院
（内・小・アレルギー） 菊陽町 096（339）7561

大津第一クリニック（内・循）菊陽町 096（232）9595
熊本リハビリテ－ション
病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

木庭耳鼻咽喉科（耳） 菊池市 （24）2551

９月 30日

河野内科クリニック（内・呼・
アレ・消・循・小・神内・リハ・放） 菊陽町 096（233）1717

山縣医院（内・神） 大津町 096（293）4430
三隅胃腸科内科外科医院
（胃・内・外） 合志市 096（248）6161

米田産婦人科医院（産・婦・麻） 菊池市 （25）2589
わたなべ歯科医院 合志市 096（215）5701

10 月７日

矢野医院（外・内・消・放）菊陽町 096（232）5266
福田医院（耳・内・泌） 大津町 096（293）2771
緒方整形外科医院（整・リハ） 合志市 096（248）8181
かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 （24）5500
緒方歯科医院 菊陽町 096（232）4315

H16年
9月1日
生まれ

○泗

上
うえだ

田政
まさ と

斗くん
（１歳 　 大迫）
父・勝広さん　母・絵美さん

お
兄
ち
ゃ
ん
が

大
好
き
で
す
。

H18年
9月27日
生まれ

○旭

○旭

○菊

○菊○菊

○旭

○泗 ○泗

○泗

○菊

○菊 ○菊○旭 ○菊
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菊池市役所は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています
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〒861-1392
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敷島印刷株式会社
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■人口：52,494人 （-19）

　男性：25,125人 （-14）

　女性：27,369人 （-5）

■世帯：17,532世帯 （+5）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています

平成19年９月号 編
集
後
記

編
集
後
記

７月末の人の動き
（対前月比）

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

１
第４回韓国映画祭
inきくち（～２日）
12:30～
第９回熊日旗菊池
市民ナイター野
球大会（～２週間程
度）

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

３・４、６・７カ
月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

６・７カ児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３・４、６・７カ
月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

６・７カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

菊之池保育園運動
会　9:00 ～

９ 10 11 12 13 14 15
泗水地区一斉美化
デー
第５回菊池管内環
境フェア
9:00 ～ 13:00

行政相談
9:00 ～ 12:00

育児相談
9:30 ～ 10:30
（受付）
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

社会保険出張相談
所開設
10:00 ～ 15:00

２歳６カ月児歯科
健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

すくすくクラブ
（７～９月うまれの
誕生会）10:30 ～

３歳児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３・４カ児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３・４カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

第一幼楽園運動会
9:00 ～

16 17 18 19 20 21 22
砦保育園運動会
9:00 ～
市内小学校（河原
小・水源小・迫水小・
龍門小・菊池北小・
菊之池小・花房小・
旭志小）運動会

弁護士相談　9:30～
12:30（受付 12:00 まで）、
人権・行政相談
10:00 ～ 12:00

健康相談　9:30 ～
10:30（受付）
BCG予防接種　13:30 ～
14:00（受付）

育児教室
9:30 ～ 10:00
（受付）　
すくすくクラブ
（エプロンおばちゃん）
10:30 ～

献血
9:30 ～ 11:00
／ 12:00 ～ 16:00
市役所正面玄関前 
３歳児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）
男女共同参画専門
委員相談　13:30
～ 16:30

第二幼楽園、
花房保育園
運動会　9:00 ～
第５回動物愛護祭り
10:00 ～ 15:00
県農業公園カント
リーパーク（合志市）

23 24 25 26 27 28 29
育児相談
9:30 ～ 10:30
（受付）
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

すくすくクラブ
（おやつ作り）
10：00～
１歳６カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）
13:15 ～ 13:30
（受付）

３歳児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

金婚夫婦表彰式
9:30 ～

30 10/1 10/2 10/3 10/4 10/5 10/6
市内小学校
（隈府小・戸崎小・
泗水東小・泗水小・
泗水西小）運動会

健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

６・７カ児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３・４、６・７カ
月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

ポリオ予防接種
13:30 ～ 14:00
（受付）

６・７カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

菊池市子ども議会
8:30 ～
市役所議場ほか

９月の行事予定

　

８
回
裏
１
死
満
塁
。「
こ
こ

で
ホ
ー
ム
ラ
ン
だ
と
逆
転
す
る

の
に
・
・
・
」
が
現
実
に
。
逆

転
劇
で
広
島
代
表
の
広
陵
を
破

り
、
今
年
の
夏
の
甲
子
園
を
制

し
た
佐
賀
北
ナ
イ
ン
。
母
校
か

の
よ
う
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

　

全
国
に
吹
い
た
「
が
ば
い
旋

風
」。
気
象
庁
は
11
月
ま
で
の

長
期
予
報
を
「
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現

象
の
影
響
で
暑
さ
が
残
る
」
と

発
表
し
た
。
朝
夕
の
涼
し
さ
を

多
少
感
じ
つ
つ
も
、九
州
の〝
熱

さ
〞は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
だ
。

菊池市文化会館
菊池市中央公民館
児童センター
西部市民センター
健康相談室

菊池公園多目的グラウンド
七城総合支所
七城多目的研修センター
七城公民館
旭志総合支所

旭志多目的研修センター
旭志老人憩の家
泗水総合支所
泗水公民館
泗水ホール

菊中公
菊文館

児童セ
西部セ
健相室

旭多セ

泗支所
泗  公
泗  ホ

旭憩家
七多セ
七支所

旭支所
七  公

七多セ
児童セ

泗  公

菊文館

西部セ

健相室

泗支所
旭憩家 七多セ

旭支所

旭憩家

泗  ホ

菊文館

泗  公
菊文館

七多セ
菊文館

菊中公

泗支所 西部セ

菊多G

菊多G

西部セ

泗  公 西部セ

菊中公
児童セ

泗  公
菊文館

七多セ

西部セ

旭憩家
菊中公

菊文館

泗  公
旭憩家

菊文館

菊文館


